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結核免疫 ノ研究 ハ殆 ド爲 シ蓋 サ レタル ヤノ観 ア 結 核菌類脂禮 ノ免疫 二就 テ賦活禮 ノ存在 ノ要 テ

リ、然 レドモ未 ダ終局 二達 シタ リ ト言 ヒ難 シ。 謹 セル等研 究 ノ歩 テ進 メタルモ ノ ト言 フベ シ.

殊 二其検索 ノ方法 ハ 日々二新 タニ シテ、善 キ方 細菌類脂罷 ノ見疫學 的意義 ノ存在 二就 テ質 否 ノ

法 二由 リタル検索 ノ結果未 ダ完 カ ラズ トセバ新 論 アル所以或 ハ其純、不純 二由來 スルニ アラザ

タナル検索必 ズ シモ徒事 ナ ラズ ト信ズ。 ・ル カ。余 ハ結核菌 ノ純樺 ナル各成分 テ以 テ海狸

余 ハ撒年來 苦心 シテ結核菌 テ純粋類脂禮 ト蛋 白 ラ前塵 置冤疫 シ、

竈成分 トニ分離 シ、 類脂竸 ハ 酒精抽 出成分 ト1・ 皮膚過敏性 ノ登現

「エーテル」抽出姓成分 トニ分 チ得 タ リ
、余 ガ構2.凝 集 素 ノ登 生

フル類脂盟 トハ縄封 二菌蛋 白艦 テ混入 セザル純3・Slidecellculture法 ニ ヨル菌檜殖限 止

粋 ナルモ ノニ シテ之 ラ分離 スル ノ操作 容易 ナ ラ 作用 ノ叢現

ザルモ ノアリ。細 菌類脂艦 ノ免疫學的研究 トシ ラ示標 トシテ検索 テ績 ケ之 テ加熱 死結核菌 ラ以

テハMuch,Meyer,Landsteiner,Warden,テ セルモ ノト比較観察 シテ梢 ≧意義 アル成績 二

Anderson及 目黒 等 ノ報 告ア リ、近 クハ箭頭 ノ 達 シタリ ト信 ズ。

L賓 験 準 備

1.抗 元髄 ノ選握 撒種 ラ準備 セ リ。

本實験 ハ結核菌禮 テ構 成 セル各種性分 ノ晃疫學A.死 結核菌。(S.T.)

的研 究 テ目的 トスル爲 メ生菌 ハ之 ラ除 外 シ次 ノ 肺結核患者 ノ喀 擁中 ヨリ分離純培養 セル人型 結
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核菌株 「伊藤號」ヲ4%rグ リセ リン」加 酸性 「ブ

イ ヨンJ(ph6.4)入 ノエル レンマ イヤー結核 「コ

ルベ ン」培 養6週 間 ノ菌苔 テ探 リコッホ釜 ニテ

100℃1時 間加熱殺菌 シ無菌的操作 ノモ トニ濾

過 シ更 二滅菌蒸霞留7}くニ テ～先濯条スル コ ト10婁 郊司

ニシテ其濾液 ノ著色全 ク消失 スルニ至 リ帥 チ培

養液 ノ全 ク除去 セ ラ レタルテ認 メ更 二之 ヲ濾過

シ滅菌 セル大 ナル 「シャー レーJ内 二可成其菌 苔

ノ面積 ラ籏 ゲテ低温電熱通 風乾燥機 内 ニテ乾燥

セ シメ次 デ「エキ シカ トー ル」内二移 シテ恒量 二

達 セシム。此菌塊 テ用 二臨 ミテ秤 量 シ均等 ナル

浮游液 テ作 リテ之 ラ使 用 セ リ。

B.腕 脂結核菌

結核菌脱脂法 トシテ余 ハ次 ノニ 方法 テ探 レリ。

a.「 ソ,ク ス レ。ト」装 置使 用 ニヨル酒精及 「エ

ー テル」脱脂法 .

b。 強 ザァル カ リJ及 「クロ ・フsル ム」脱脂法。

以上二方法 二依 テニ種 ノ脱 脂結核菌 テ得 ルモー

面結核菌 ノ類脂禮 ノ冤疫學 的研究 二資 セ ンガ爲

メ特 二a法 ニ ヨツテ結核菌 蛋白禮及類脂需 ノ薮

量的關係 テ精 査 セ リ。

a。 酒精 吐 一 テル」脱脂法

從來行 ハ レタル結 核菌 其他 一般 細菌 ノ ソ.ク ス

レット装 置使用 ニ ヨル脱脂法 ニテハ其腕脂作用

ノ進行 スルニ從 テ其菌塊漸次微細 トナ リ逡 二菌
●

盟 各個 が分離 シテ抽出液 ノ流下 スル際圓筒 内二

生 ズル陰歴 二因 テ菌禮 ガ容 易二濾紙 ヲ通 過 シテ

受容器 二到 リ抽 出 セル類脂禮 二混 入スル ノ懊 ア

リ故 二余 ハ此不完 全 ラ避 ケンガ爲 メ特 二此黙 二

注意 セ リ。 即 チ ソゥクス レット用 ノ園筒濾紙 ハ

Nr.84テ 用 ヒ其底部 二硝子綿 ラ堅 ク充填 シ其 中

央部凹所 二乾燥死結 核菌 テ充 メ更 二其上部 テ硝

子綿 テ以 テ蔽 ヒ強 ク厘i縮 シテ菌塊 ヂ緊密 ナル硝

子綿 ノ原層 内 二埋 メヴ 抽 出作用 ヲ施 シ容器中 ノ

抽 出液 デ シヤ ンベ ランjNr.2テ 以 テ濾過 シ絶

封 二菌 ノ混 入テサ クル コ トニツ トメタ リ。本操

作 二使 用 セル結核菌 ハ前 述 ノA同 檬 ノ方法 ニテ

得 タル人型死結核菌 ニテ「エ キ シカ トー ル」二入

ル ・初 メノ菌全量 ハ204・2579ニ シテ3日 毎 二計

量 シ次 ノ如 キ遍次減量 テ見 タ リ。郎 チ204。257

。-2e3.951-一一一一203.836-203.728203.681

203.666-203・578-203・506-20。5り6第

8同 二至 リテ恒 量 ラ得 タ リ。此恒量乾燥 死結核

菌 ヲ前述 ノ硝子綿充環 ノ圓筒 濾紙30個 二分割

シ更 二其 上部 二各 々硝子綿 ラ充墳 シテ各個 ノ

ソックス レット髪 置二備 へ第一吹 操作 トシテ無水

酒精 ニヨル抽 出作業 テ開始 セ リ。帥 チ連績作業

7日 ニ シテ酒精 ノ交換 テ行 ヒ更 二連績作業7日

ニ シテ第3同 酒精交換 テ行 ヒ更 二連績作業7日

ニ シテ第4同 ノ酒精交換 テ行 ヘ リ。 此時就 二酒

精 移行物質 ノ全部 テ抽出 シテ酒精 ノ著 色 テ見ザ

ルニ至 レリ。鼓 二於 テ第1同 ヨリ第4同 マデノ

酒精抽出液 全部 テ集合 シテ念 ノ爲 メ「シヤ ンペ

ラン」濾過 ヲ行 ヒ無菌液 トシ大 ナ ル蒸褒皿上ニ

テ重湯煎 ニテ徐 々二低温加熱蒸登 テ行 ヒ残渣

トシテ濃褐色 「チヨコ レー ト」色 ノ蝋 檬物質 ノ

11.01瓦 テ得 タ リ。

以 上酒精抽 出作 業 テ終 了 セル残湾菌艦 テ更 二第

二次 作業 トシテ「エーテル」抽 出法 テ行 ヘ リ。然

ルニ結核菌禮 ノ類脂艘 ハ既 二大部分酒精 二移行

セルモ ノ ・如 ク「z一 テルJハ 殆 ド著色 スルテ見

ズ弦 二於 テ第2同 ノ「エー テル」交換 テ行 ヒ更 二

作業連納7日 ニ シテ第3同 ノ「エー テル」交換 テ

行 ヒ更 二7日 間連績作業e行 ヒシモ既 二全 ク移

行物 質 テ失 ヒタル ガ如 ク「エー テル」ハ全 ク無色

透明 ナ リ。 弦 二於 テ「エー テル」抽 出液全部 テ集

合 シテ陰歴装 置 テ慮 用 シテ「シヤ ンベ ラン」濾過

テ行 ヒ蒸登 皿 ニテ低温重湯煎 上ニテ揮嚢 セシメ

以 テ5.12瓦 ノ蝋 様物質 ノ残 渣 ラ得 タ リ。

第二次 「エ ー テ ルJ抽 出作業 テ 了 リ圓筒濾紙 内

二残留 セル脆脂結核菌禮 テ集合 シテ秤 量 セルニ

171.36瓦 テ得 タ リ。帥 チ前記2種 ノ蜷様物質重

量 ノ原菌量 二封 スル 百分率 ハ 酒精移行物質 ハ

5・4%ニ シデ エー テル」移行物質 ハ其 ノ2.51%

二相 當 ス。

以上三者 ノ性歌 テ観 ルニ第一次酒精移行 ノ蝋様

物質 ハ濃褐色 ニシテ「チヨコレー ト」二類似 セル

色 テ有 シ結核菌 二特有 ナル芳香 テ磯 シ其溶融黙
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ハ410(ンー43。C=シ テ水 二不溶性 ニ シテ、…顯微鏡

的検査 テ行 フニ抗酸性 ナル「ホモゲー ン」ノ物質

ニシテ菌§豊ト認 ムベキモ ノテ含 マズ。

第二次 「ヱー テル」移行 イ蝋 様物質ハ淡 黄色 テ呈

シ恰モ和蝋 二鰯 ル ・ノ感 アリテ彼 ノ結核菌特有

ノ香氣 テ有 スル ト難 モ酒精移行物質 二比 べ テ遙

二少 シ、溶融鮎 ハ39℃-42℃ ニ シテ之亦水 二不

溶性ナル抗酸性 ノ「ホモゲー ンJノ物質 ナ リ。

類脂禮抽出 ノ残渣結核菌禮 ハ原菌艦 二比 シ白色

ヲ呈 シ染色鏡検 スルニ全 ク抗酸 性テ失 ヒタル形

態不同 ノ長短種 々ナル桿菌 ナ リ。

以下實験記載 二便 ナ ラシメ ンガ爲 メ酒精移行物

質 テA・Lト 記 シ「エー一テルJ移 行物質 テE.L.

ト記 シ酒精及 「エー テルJ二 依 テ脱脂 セル結核菌

テA.E.T.ト 記 スベ シ。

d・ 強 「アルカ リJ及 「クロ ・フォルム」脱脂法

本法ハ所謂 百瀬氏 ノ脱脂法 テ行 ヒタルモ ノニ シ

テA二 使用 シタル結核菌 テ10%ノ 「アルヵ リ」

滴汁二入 レ室温 ニ テ24時 間作 用 セ シメ更 二蒸

鱈水ニテ10撒 同反復洗縢 シテ 「アル カ リ」テ完

全 二去 リ充分 二脱水 シテ 「クロ ・フォルムjテ 加

ヘテ振 盈器 ニカケテ12時 間後 二 「クロ ・フ
tル

ム」テ分離 シ完全 ナル脱脂結核菌 テ得
。其脱脂結

核菌 ノ性封犬ハAETト 大 差 ナク抗酸性 テ失 ヒタ

ル形態不 同 ノ長短種 々ナ ル桿菌 ナ リ。此法 ニ ヨ

ル脱脂結核菌 テ以下記載 二際 シ便 ノタメA .C.

T.ト 記 ス。

e・ 各分離物質 ノ浮游液 ノ製 法

死結核菌及 脱脂結核菌 ノ浮游液 ハ普通 ノ如 ク璃

璃乳鉢 ニテ磨砕 ス レバ容 ク之 ラ製 シ得 ルモ前述

ノB・a法 二依 テ得 タルAL及EL雨 類 脂膿 ノ

浮游液 ハ容易 二之 テ作 リ難 キモ種 々研究 ノ結果

「カリ噛 汁 テ加 フル コ トニ依 テ始 メテ之 テ作 ル

:ト テ得 タ リ即 チ10分 ノ1定 規 「ヵ リ」滴液 ノ

ー定量 テ以 テ正確 二秤 量 セル蝋様物質 テ無菌璃

璃乳鉢 内ニテ磨碑 シ乳剤 テ造 リ次 デ滅菌生理的

食盤水 テ滴加 シテ蝋檬物質1%ノ 割合 ニナ シ10

分 ノー定規fカ リ」液 ラ5%ノ 割合 二稀繹 スルモ

ノナリ。 ・

2.供 試動物

海猿 テ使用 シタル モZinsser&Parkerハ 幼 若

ナル湖 冥ハ皮 内反鷹 ハ不規則 ナル成績 テ示 スコ

ト多 キテ主張 シLeWis&Aronsonモ 亦 「ア レ

ル ギーJ反 慮 ノ實験 ニハ幼若 海瞑 ノ不適當 ナル

コ トテ論 ケ リ。1叉Karczag,R6mer等 ハ白

色毛動物 ノ皮膚 ハ 有色毛動物 二比 シ著 明 ナル

「ッベル クリン」皮 内反慮 ラ呈 ス ト云 フ
。余 ノ實

験 二於 テモ「ア レルギー」反磨 ハ 「ツベル ク リン」

皮 内反慮 即 チR6mer反 慮 二依 テ其程度 テ検査

セルテ以 テ使用 シタル海猿 ハ可成是等 ノ黙 二注

意 シ350瓦 以 上 ノ可成 白毛或 ハ白毛多 キ健康海

狼 ラ選揮 セリ。爾 ホj又L6wenstein,Stern,

Zinn,Katz,u.Hortopan等 ハ 「ツベ}ルク リン」

皮膚反癒ハ妊娠 ニ ヨツテ其度 ノ減弱 シ或 ハ時 二

之 テ清失 スルコ トアリ ト稻…セルニ ヨリ此黙 二留

意 シテ至部 雄・性 ノ1毎護冥テ選 ピタリ。

3・ 實験方法

前記各抗 元燈即 チ1.加 熱死 結核 菌(S.T.)、

2・ 酒精 「エー テル」脱脂結 核菌(A .E。T.)、3.

強 「アルカ リ、 クロ ・フォルム」脱脂結核菌(A.C、

T・〉、4・ 酒精移行類脂膿(A.L) 、5.rエ_テ

ル」移行類脂艦(E。L)、 ノ五種 ラ無菌的操作 ノモ

トニ各1%ノ 均等浮游液 テ作 リ液旗 ノ龍重 テ

350瓦 以 上500瓦 未 満 ノモ ノテ選 ビタルニ ヨ リ

1同 ノ前Pt置 注 射量 テ各浮游液 ノ1c .cト セ リ9P

チ1c・c・中ニハ各抗元艦 ノ10彪 テ含有 ス。

前塵 置注射 ノ同藪 ハ1剛 圭射 ノモ ノ ト毎隔 日二

4同 注射 ノモノ トス.反 鷹検査 ハ各群注身櫃1

渾 間 目2週 聞 目4週 間 目6週 間 目8週 間 目及15

週 間 目ノ6同 二亙 ・ノテ之 テ行 ヘ リe反 慮検 査 ノ

第1「 ツベル クリン」二封 スル「アレル ギーjラ 検

スルニハRoemer氏 渋 二從 ヒ「ツ〈ごル ク リンJ

皮 内反慮 テ用 ピタ リ、即 チ海狸 ノ側胸 腹部 ノ白

色 ノ部 ヲ選 呵 峰 二剃毛 シ酒精 テ以 テ1購 シ乾

燥…スルテマチテ此部 ノ皮 内二1/4mmノ 注射針

テ附 セル 「ツベル ク リン」注射器 テ用 ヒテ10倍

二稀糧 セル薔 「ツベル ク リン
」ノ0.1ccチ 周 到 ナ

ル注意 ノ下二注射 シ小丘隆 テ作 ラシム
.若 シ皮
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下 二入 レバ此膨隆 テ見 ル コ トナ シ。注射後24時

間及48時 間 ノ経過及局部 ノ症状 ラ 観察 シ各成

績 ラ次 ノ如 ク塵別 ス。

(a)、 注 射部 ノ皮膚 二何等 ノ攣化 テ認 メザルカ

或 ハ輕度 ノ腫脹 登赤等 ラ呈 スル モ其 直穫1.5cm

二達 セザルモ ノテ陰性 トナ シ「一リ ノ記號 ヲ以 テ

標 示 シ、

(b)、 注 射部位 ノ皮膚 二著 明 ノ腫脹、嚢赤、硬

結等 テ來 シ其直脛1。5cm以 上 二達 シタルモ ノ

テ弱 陽性 トナ シ「+Jナ ル記號 テ以 テ之 テ標 示

スo

(C)、 注 射部位 ノ皮膚 二著明 ノ腫 脹、爽 赤、硬

結 テ來 シ直径 約1・5cm以 上 二達 シ其 中央部 二

貧血蒼 白 ノ中心 ラ形成 セルモ ノハ中等度 陽性 ト

シテ「十ヅ 記號 テ附 ス。

(d)、 注 射部 位 ノ皮膚硬結 シ中央部 二出血或 ハ

潰瘍 ラ形 成 スル如 キモ ノハ張陽性 ニ シテ「掛」ノ

言已號 テ附 セ リ。

第二検査 法ナ ル凝集反鷹試験 ハ 上記 「ッ〈ごル ク

リン、ア レルギー 反慮 ラ行 ヒテ3日 目二各試蹴

ノ心臓穿 刺 ニ ヨリテ探血 セル血液 テ滅菌試験 管

二10ca宛 斜 面 ニ シテ10時 間以上室温 二放置 シ

血清 ノ分離 セル時 「ピペット」二吸探 シー般 法 二

依 リ10倍 、20倍 、40倍 、80倍 、160倍 、320倍 、

640倍 、1280倍 卜順次稀繹 シテ小 試験 管 二分割

シ脱脂結核菌A。C.T.ノ0.1%浮 游 液2滴 テ各

分割稀繹血清小試験 管 二滴 加 シテ之 テヨク振盤

シ温室 二12時 間放 置 シテ其凝集反慮歌態 テ健

康海狸血清列及抗元液列 テ封 照 ト シ テ 比較 セ

リ。而 シテ其凝集度 二從 テ陰性 ハ(一)弱 度ハ

〈+〉中等 度 ハ(十)高 度 ノモ ノハ(帯)ノ 記號 ラ附

セ リ.

第 三検査法 トシテハ前塵置動物 ノ血液 ノ菌登 育

阻 止作用郎 チ殺菌作 用 テ検 セ ン トテWright氏

ノ創始 ナルSlideeellculture法 テ行 ヘ リ。該

法 ハ既 二種 々ナル細菌 二慮用 セラ レ本邦 二於 テ

モ特 二結核 菌 二封 シ佐藤(理)、 緒方(準)、 澁川、

伊藤(種 〉等 諸氏 ノ研究報告 ア リテ漸次原法 テ改

良 シタル攣 法 ヲ用 ヒタ リ。余 モ亦之 二倣 ヒテ翁

多少 ノ私案 テ加 ヘ タ リ.以 下實験 ニ ツキ其概略

テ述 ベンニ最 モ注意 スベキハ無菌 的操作 ノモ ト

ニ行 フベ キハ勿論 ナルモ特 二注意 スペ キハ生結

核菌俘游液 ノ製法 ナ リ。 余 ノ探 レル法 ハ人型結

核菌(伊 藤株)ノ 寒天斜 面培 養4週 間 ナル褒育良

好 ナル菌 苔 テ探 リ秤 量 シテ瑞璃 ノ乳鉢 内ニテ磨

リップシ(極 徐 々二〉生理 的食盤水 テ漸次滴下 シ

テ均等 ナル浮游液 テ造 リ其1・Oc・c・申二結核菌量

10mgテ 含 ム罰合5ス 、 次 デ尖底試験管 二移 シ

テ3000廻 轄 遠心器 ニ カケテ5分 間遠心沈澱 テ

行 ヒ其 上澄液 テ探 リテ更 二同檬遠心沈澱5分 間

ニシテ其 上澄液 テ探 リ更 二第3同 遠心沈澱5分

間 ニ シテ其上澄 液 テ使 用 ス.試 ミニ俘游原液及

第一次第二次 第三次 各上澄 液 ノ1・Ooaテ 滅菌小

「グ ラス
ーi皿二探 リテ乾燥 シ菌 ノ實量 テ秤 量 スル

ニ原液 中 ニハ2・7mg第1同 遠 心上澄液中二・・

2・1mg第2同 遠 心上澄液 中 ニハ1。8mg第3同

遠 心上澄液 中 ニハ0.7mgノ 菌 實量 ラ含有 スル

コ トテ知 レリ。均等菌浮游液 ノ製法 ハ常 二細心

ノ注意 テ要 スルモ ノニ シテ末掲爲眞第1囲 ハ其

均等液 ノ滴 下染 色標本 ニ シテ、若 シ不均等 ナル

浮游液 テ使 用 スル コ トア リトセ ンカ後述 ノ如 ク

菌聚落形 成 二際 シテ不均 等 ナル登 育聚落 ラ呈 ス

ル コ トアリテ僅 カニ2週 間培養 二於 テ肉眼的可

親 ノモ ノサへ現 ハル ・ノ奇像 テ呈 スル コ トアリ

注意 スベ キナ リ。爾 菌俘游液 ハ實験時毎 同新鮮

ナルモ ノテ製 シ陳菖 ナルモ ノテ用 ヒズ。

次 二「オプエ ク トグ ラス」ハ清浄 シテ完全 二脱脂

シ雨端 二厚 サ0.08mm、 幅 約2mmノ 紙 片 テ貼

布 シタルモ ノ ト之 二「デ ッキグラス」ノ用 テナサ

シムベ キ「オプェ ク トグラス」ノ各10枚 宛 ラ「シャ

ー レーJ二 入 レテ試験動物撒宛乾熱滅菌 セルモ

ノラ準備 ス。

次 二特 二製 シタル直径0.5cm長 サ2cmノ 小試

験管 テ清浄 シ流動 「パ ラ フィン」0.5㏄ ヲ入 レテ

綿栓 テ施 シ加熱滅菌 ラ行 ヒ小試験管立憂 二用意

シ冷却 後前掲 ノ菌浮游液 ノO.050qテ 注射器 テ

以 テ流動 「パ ラフィン」ノ下部 二入 ル。

eit-:・「ツベル ク リ.ン」注射器 二梢 ≧長 キ1/4mm



第9號 】 坂村=結 核菌禮成分ノ免疫學的研究 731

ノ針 テ附 シタルモ ノヲ當 日 ノ試験 動物 ト同激 テ

潰毒 シテ準備 ス。

以上諸準備 ノモ トニ試験動 物 ラ固定器 二背位 二

固定 シテ胸部 ラ町峰 二酒精 テ以 テ消毒 シ更 二10

%ノ 沃 度丁幾 テ塗布 シ第三左肋 間 ヨリ申下方 二

穿刺 シテ左心室 ヨ リ動脈血 テ0・45c.cテ 探 血 シ

テ直チニサキニ準備 セ ル菌浮游液O・050cxヲ 入

レタル小試験管 ヲ助手 ヲレシテ綿栓 テ取 ラシメ注

射針 ヲ静 ヵ二小試験管 中ニサ シ入 レ流動 「パ ラ

フ{ン 」下 二達 セ シメ静 カニー度血液 テ 試験管

内へ注出 シ又再 ビ吸 上ゲ再度 注出 シ三度吸上 ゲ

血液 ト菌液 トノ混和充分 ナ ル テ認 メテ全部量

O.5csxト ナ ルテ吸上ゲ「シや一 レー」内二準備 セル

「オプエク トグ ラスJノ 紙片貼布 ノモ ノ10枚 ヲ

無菌的 二拉列 セシメ各1枚 二注射器 内 ノ菌混和

ノ血液 ラ1滴 宛2ケ 所 二滴 下 シ直 チニ他 ノ紙片

ラ貼布 セザル普通 ノ「オブエ ク トグ ラス」ヲ以 テ

被覆 シ小鍋 ノ内二加熱溶融 セル 「パ ラフィン」テ

毛筆 ラ以 テ併合 セル2枚 バ オプエ ク トグ ラス」

ノ周園 二塗布 シテ密閉 ス。操作完 了 ノ標 本 ハ1オ

ブェク トグラス」ノ2ケ 所 二直径約1cm大 ノ圓

形 ナル厚 サ紙片 ト同 ジキ血液膜 ヲ作 ル。封鎖 ドパ

ラフィン」ノ固定 スルテマチテ墨 ニテ記號 シテ鰐1

卵温室 内二安置 ス。2週 間培 養後 肉眼的及染色

顯微鏡試験 テ行 フ。本検 査法 ハ探取血液 ノ菌檜

殖阻止作用 ノ有無 テ検 スル ガ其 目的 タルハ言 テ

マタザル所 ナルモ増殖 ノ封犬態 テ詳細 二検 シ菌 ノ

形態學的検査 ラ行 ハザ ルベ カラズ、依 テ毎常封

照動物 トシテ健康海猿 ノ心臓血液 ノ封照標 本 ヲ

同時 二製作 セリ。顯 微鏡 的標本製作 二當 リテハ

小刀 テ用 ヒテ其尖 テ標本 ノ2枚 ノ硝子問 二静 カ

ニ播入 シテ之 ヲ離 間 セ シム、此時凝固 セル血液

膜ハ何 レカー方 ノ硝子 二附著 スル テ常 トス レド

モ亦時二隻方硝子 二分著 スル コ トァリ操作 ノ熟

達 スルニ從 テ硝子 ノー方 二附著 セ シムル コ トヲ

得ルニ至 ル。斯 クテ離間 セル血液膜附著 ノ硝子

ラ室氣 中ニテ充分乾燥 セ シメ然 ル後氷酷酸12

滴 ラ滴下 セル蒸鱈水10Qc.q入 ノ硝子標 本染 色函

中二静 カニ入 レ置 ク時ハ凡 ソ2時 間 ニ シテ血色

素 ハ完全 二溶解 シ乳白色 ノ圓形膜 テ貼 ス。之 ラ

静 カニ注意 シテ10%ノ 「フ。ルマ リン」液 中 二浸

シ1時 間 ニ シテ静 カニ水洗 テ施 ス此際標本 ノ離

脆 テ防ガ ンガ タメ充分 ナル注意 ラ用 フ、充分水

洗 シタル標本 バー度 室温 ニテ乾燥 シ」乏一ル、ゑ

ル セ ン氏染色 テ行 フナ レド封鎖 二 使用 シタル

「パ ラフィン」テ充分 二除去 スル コ ト困難 ナル タ

メ加熱染色 ハ之 テサ クベ ク從 テ低温長時間染色

ラ行 フ方遙 二好結果 ヲ得 タ リ、即 チ室温 ニテ約

30時 間 チー ル氏石炭 酸 フク シン」液 二浸 シ静 カ

ニ洗潭 シテ盤酸酒精 テ通 シ最後 二「メチー レン」

青染 色 ラ行 フコ ト常 ノ如 クス.一 般 二「フ。ルマ

リン」通過 ノ標本 ハ 比較 的 チール氏液 二染色困

難 ナル コ トハ周知 ノ事實 ナ リ。

Wrightハ 結 核患者 ノ血液及 ビ血1漿内ニテ・・結

核菌 ハ増殖 セズ シテ健康禮 ノ血液及血漿内 ニテ

ハ登 育増殖 スル コ トテSlidecellculture法 テ

案 出 シテ謹明 セ リ、佐藤(理)氏 ハ此方法 テ癒用

シテ健康及 ピ結核 海旗 ノ血液 内二結核菌 ノ培 養

試験 テ行 ヒ結核動物 ノ血液 内ニハ結核菌 ノ増殖

テ附 止スル作用 アル コ トテ謹 シタ リ。

既 二述 ベタル如 クー般 二冤疫學 上免疫動物 ノ血

液 中 二於 ケル晃疫抗艦例 ヘバ抗毒素、溶菌素、凝

集素、沈降素、補艦結合素等 二就 テハ諸種 ノ細

菌 ニツキ詳細研究 サ レタ リ ト錐 モ結核免疫 二於

テハ圭 トシテ「ツベル クリンアレルギー」補艦結

合試験、及 ビ凝 集反慮i等個 々二之 テ行 ヒ以 テ其

抗髄 ノ存在 テ謹明 セ ントスルニ止 ル。然 ルニ本

法 二依 テ免疫動物 血液 中ニー種特殊 ナル作用 ア

ル ラ推知 シ得 ルニ至 レリeSlidecellculture

テ以 下便宜 ノタメ輩 二S.C.C.ト 略 記 ス。

以 上三試験 法中第一期試験 トシテ各抗元前慮置

海狸 ノ「ツベル クリンア レルギっ ト凝集反磨 ノ

關係 テ観察 セ リ。使用海狸配列 ハ1同 前塵 置群

ト4同 前塵 置群 二大別 シ1同 前塵 置群 テ5分 シ

テ抗元即AL.EL.AET.ST.及ACT.ノ 五

類 トシー類 二13頭 ノ健康 海猿 テ 準備 シ検査 テ

施 セル動物 ハ10頭 宛 ナルモ経過 中死 亡或 ハ 嚢

弱 セルモ ノハ之 テ除外 シテ豫備3頭 中 ヨリ之 テ
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補 充 シ又若 シ全部 健在 セル時 ハ番號 上位 ヨリ之

ラ探 リ他 ハ除外 シタ リ。 帥 チー群85頭 ノ海狸

疇要 シ1同 前塵置 ノモ ノ ト4同 前庭 置 ノニ群 ニ

テ前遜 置後第1週 間検 査 トシテ計170頭 テ要 シ

前塵置後1週2週4週6週8週 及15週 ノ6期

二分 チテ検査 二要 スル縛 海猿敷ハ510頭 テ要 セ

シナ リ。

第二期試験 ドシテS.C.C.法 ニ ヨルモ ノハ第一

期試験 二依 テAL及EL2抗 元 ハR6mer氏

反 慮及 ビ凝集反慮 ノ2反 慮共 二陰性 ノ成績 テ得

タル テ以 テ 此2抗 元 テ除外 シAET.ACT.及

STノ 三 抗元前塵 置後 前同様1週2週4週6週

8週15週 ノ6期 二亙 リテS.C.C.f行 ヘ リ試用

海狸 ハ各抗元 二封 シ各5頭 宛ep-一 群 ハ15頭 二

3頭 ノ健康前庭 置海狸 ヲ封 照 トシテ計18頭 テ

要 ス。前塵 置1同 及 ピ4同 ノニ群 ニテ計36頭 テ

要 シ6期 二要 スル絃獄 ハ216頭 ナ リ。

II.實 験 成績

本 實駿 ハ第一編 トシテ結核菌膿成分AL.EL.

AET。ACT.及 ビST.ト 假 樗 スル 〔AL〈 「アル

コー ル」移行蝋檬物 質)EL.(「 エー テル」移行蜷

檬物 質)AET.(「 アル コー ル」及 ビ 「エー テルj

脱 脂菌禮)ACT(「 アル カ リ」及 「クPt・ フォルム」

腕脂菌膿)ST(加 熱 死結核菌 〉〕五抗 元艦 ノ10

mg1回 背部皮 下注射 ノ前塵 置 セル海狸 二就 キ

注射後1週 、2週 、4週 、6週 、8週 及 ビ15週

ノ6期 二亙 リテ其 「ツベル ク リンア レルギー」即

Roemer'sReaktion(R.R.)及 ビ凝集反鷹(A.

R)テ 検 シ.第;編 トシテハAL・EL・AET・ACT・

・及 ビSTノ 五 抗元 テ10mg宛 隔 日二4同 宛背部

皮 下 二注射前虜 置セル湖 冥二就 キ最終注射後1

週 、2週 、4週 、6週 、8週 及 ビ15週 ノ各期 二

Roemer反 慮 及 ビ凝集反慮 ヲ検 シ爾 ホ附届封照

トシテ人型 生結核菌2・5mg1同 皮 下感染後1

ケ月 ナル海猿 ニツキRoemer反 慮 及 ピ凝集反

癒 ノニ検査 テ加 ヘ タリ。第三編 トシテハ第一編及

ビ第二編實験 ノ成績 二徴 シテAL及ELテ 除

外 シ唯AET.ACT.及ST.ノ 同 量 ヲ1同 及隔

日4同 背部皮 下注射 ノ前慮 置 テ施 シタル海狸 ニ

ツキ注射後1週 、2週 、4週 、6週 、8週 、及

15週 ノ6期 二亙 リテSlidecellculture(S.(;.C.〉

法 ラ用 ヒテ各免疫 海瞑 血液 ノ菌増殖阻止作用 ラ

検 シタ リ。

以 下本文及表示記載 ニアタ リテ便宜 ノタメAL.

EL.AET.及 ピACT.ST.R.R.A.R.S.C.C.

等 ノ略號 ラ使 用 ス。

第一編 抗元一回注射群

第一節 各抗元10mg1同 注 射後1週 間 ノ群 ニ

テハ第1表 二示 ス如 クR6per反 慮 ハ全部陰性

ニ シテ凝集反鷹 ハALハ10倍 液 ニ テ10例 中5

例 ノ(十)テ 認 メ20倍 ニ テハ2例 ノ(十)ヲ 見 ル。

EL群 ニテ・畦0例 中10倍 ニ テ7例 ノ(+)20倍

ニ テ4例 ノ(十>40倍 ニテ2例 ノ(十)テ 見ル。

AET.群 ニ テハ10例 申10倍 ニ テ8例 ノ(十)テ

20倍 ニ テハ4例 ノ(十 〉テ見ル.ACT群 ニ テハ

10例 中4例 ノ(昔)ト6例 ノ(十)テ 認 メ20倍 ニ

テ6例 ノ(十)ト40倍 ニ テハ4例 ノ(十)テ 認 ム。

STI群 ニ テハIQ例 中僅 力a10倍 ニ テ4例 ノ(+)

テ認 ムルニ スギ ズ。即 チ第一節實験 ノ小括 トシ

テハ何 レモRoemer反 慮 ハ呈 セザルモ凝集反

慮 二於 テA.C.Tガ 稽 ㌃陽姓卒高 キガ如 シ。

第 二節10mg1同 注 射後2週 間 二於 テハRδ ・

mer反 慮 ハACT.群 ノ10例 中84號 及87號

ノ2例 二於 テ(+〉 ラ認 メ又ST群10例 中92號 及

98號 ノ2例 二於 テ24Stノ ミニ(+)ヲ 見 ル。然

ル ニ凝集反慮 ハAL群 ニ テハ10例 中10倍 ニテ

6例 ノ(+)ト20倍 ニ テ2例 ノ(+)ラ 認 メ、肌

群 ニテハ10例 中10倍 ニ テ6例 ノ(+)S20倍 ニ

テ僅 カニ2例 ノ(十 〉ラ認 ムル ノ竃。AET.群 二
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表1第
畿

1同 注 射 後(1週)

抗 番
元
種 號

艦

重

前 慮 置

漿1

R◎emer殺1 反 癒 凝 集 反 鷹
ゴ

量畷 部位 }24Sti48SL
10

F.

2014080116032α64◎1280

・彗,,,,,撃,,象,u i藷義

A.L。

1 3SO

尚i⊥
多,

背
部
皮
下
注
射

400 一 一 十
丁
一
十

十
丁
丁
　
十
=
儒=

τ
=
=
τ

一
一
一
一
一
　

一
}
一
一=
…

一 窪 一

　

一
…
一
一 一i-一

一
一
一
　
一
}
一
}曽
一
}
一

2 390 420 一 一 一

3 420

10

%
1

耗

即
チ
10

mg

⊥
よ

450 一 一 一
一 ㎜
一

一
　
一
一
一

一

一
　 ρ

一

一
　
一 一

一i-
-1_
一 一4 400 400 一 一 十

丁
=
{
十
〕一

十
二
=

一
一
一
～
一
一
一

一
}

5 350 400 一 一 一
　

一
一一
一

一
一
囎

一
…
一

一
帰一

一{一 一

6 370

"i

9,i夢,

{　"i"
370 一 層 繍

～
一

=一 に
」

一

葡_i__
}一

一 一
_1_.

一 一
一
1　一}一

一
一
一
一
一
脚
一
一
一
一

7 350 350 一 一 一 一 一

8 350 ¶,

二
整,

・・i時 380 一 一 一
一
一
一

一
四一

一
一

一 一 一

9 380 ,,

…
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144 500 ,, 510 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一
一 一

145 450 ,, ,, 520 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一
一
一
一

一 響

146 470 ,, ,, ⊥
,,

540
翰

一 一 十 一 一 一 一 一
一
一

一
一

一
一
一
一

一
一

147 450 3, ,, 500 十 一 一 一 一 一 一 一 一

148 490 ,, 夢, ,, 510 一 一 十
二
,十

一 一 一 一 一 一 一 一

149 440 ,, ,, ,, 450 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一

150 470 撃夢 嚢, ,, 520 一 一 +1一 一 一 一 一 一 一 一
`

ノ(十)ト20倍 ニ テ4例 ノ(十 》ラ認 メACT群 ニ

テハ10倍 ニ テ2例 ノ(升)ト6例 ノ(十)テ 認 メ

40倍 ニ テハ2例 ノ(十 〉テ認 ム。ST群 ニテハ10

倍 ニテ7例 ノ(+)ト20倍 ニ テ2例 ノ(+)テ 認

ムルニスギズ。本節 ノ小括Dテ ハRoemer

テ3例 ノ(十)テ 認 ム。凝集反慮 ハ2週 間 二於 ケ

ル ヨ リモー般 二低度 ニ シテ各10例 中ALニ テ

ハ10倍 ニ テ6例 ノ(十)ト20倍 ニ テ3例 ノ(十)

ラ見ELニ テハ10倍 ニ テ8例 ノ(十)ト20倍 ニ

テ3例 ノ(十)テ 見、AETニ テハ10倍 ニテ8例
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反慮 ハAET.ACT.及ST群 ニテハ僅 カニ24

St.ニ テ陽性 ラ呈 スルモAL及 ビELハ 陰 性 ナ

リ。凝集反慮 モ2週 間 二比 シテ明 カニ低位 ニ シ

テ凝集慣 ノ低落 セル ラ認 ム。 爾ホ各仮理テ精細 二

観察 スルニRoemer反 慮 ハ(十)ニ シテ凝集反

慮 ノ(一 〉ナル ア リRoemer反 慮(一)ニ シテ凝i

集反慮(十)ノ ナル アリ此雨反慮常 ニー致 セザル

ヲ見ル。

第四節1同 注射後6週 間 二於 テハ第4表 二示

第 4

瑠

ス如 クRoemer反 磨 ハAL.及EL群 ハ全部

陰性 ニ シテAET群 ニ テハ僅 カニ24St.二2例

ノ(十 〉テ認 メACT群 ニテハ24St。 ニ テ4例 ノ

(十)ラ 認 メST群 ニ テハiFfilNk著明 ニテ24St.ニ

テ ・・2例 ノ(柵〉ト2例 ノ(升)ト 拶 導ノ〈+)ラ 見48

St.ニ テハ(帯)ノ2例(蒔)ト ナ リ尚4例 ノ(十)

ラ認 ム。凝集反鷹 ハ前記4週 ト大差 ナ クALニ

テハ10倍 ニ テ6例 ノ(十)ト20倍 ニ テ3秒 窪ノ

(十)ラ 認 メELニ テ ハ10倍 ニ テ8例 ノ(十>520

表

1同 注 射 後(6週)

抗

元7

種

番

號

艦

重

前 塵 置 殺
時膿

重

Roemer

反 慮 凝 集 反 磨

量 同籔
部
位

24St。48St.
10

F.

20

,,

40

,,

80

,,

160

,,

320

,,

61轡 藷鑑

A.L

151
-

152

480 1

同
10

%
1

1 背
部皮

下

5壬0 一 一 十

十

十 一 一 一 一 一i-

i-一
一一i一

き

一i一

400 ⊥ 580 一 一 十
=

一 幽 幽 一

{
一 =

153}380
需㎜一i i⊥

510 一 一 一 一 一 一 一 _i_
一 　　
-i一

一
一
一

一

1髪1器瞳i÷障
500 一 一 一 一 一 一 一 一 一

490 一 一 十 一

二
十

一 一 一 一 一 i 一
㎝
一 一

痂430 チ1

4ろ0…mg{"

520 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一
…
一

一;
10____

,,157{
一_1

500 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一

158

159
-

1601

450「 ,,

i　㎜　「一

490 一 一 一
一

二
十

一 一 一 一 一 一 一 一 一

460 ⊥
,,

⊥
,,,, 500 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1480
,,}鱒 490 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

E.L.

1611380
…

,, ,, ,夢 490 一 一 十 十
τ

網

十
=

一 一 一 一 §一 一 一

一

一

162370
i163350

i

,妻

,,

,, ,, 500 一 一 十 繭 一 一 一 一 一
一
一

,, ,, 550 一 一
二
十

一 引 一 一 二 一 ロ
ー
一

一

164i400
…

,》 ⊥
⊥
,,

,, 580 一 一 一
…

一 一 一 一i-

1一一i一

一

1651410 ,, 身, 580 一 一 十}
十

一 一 一 一
一
一
一
一
一
一1661450

…
,, 撃P 600 一 一 一 一 一 一 一 1一 一 謂 一

167;420 ,, ,, ⊥
,,

530 一 一 一 一 一 一 一
『
一

一
…

一
　

一

一
一1-!_

168430 ,,

,,

,,

5,

590 一 一 十 一
『
一

一 一 一 一1-一

丁169390 ,, 520 一 一 十 一 一 一 一 [一;一 一

i170i390 ,, ,, "}490 一 一 十 欄 一 一 一 一 _に1=_
171 580 一}

,,,,

毒

鱒i,, ,, 710 一 一 十}
督

一
二
十

一 一 一 一 一1一 一

172 490 ,, 520 十 一
『
十 一 一 一 一

一
一

一 } 一
一
一

一

173 540 ,, ,, ,, 450 一 一 一 鰯 一 一 一 一
一
一

一
一

174 390 ,, 3, ,, 420 一 一 昔 十 一 一 一 一 一 一 一 一

175 400 3, ,, 費, 450 一 一 卦 朴 十 十 一 一 一 一

一

一
一
一
一
一

一

176 450 ,, ,, ,, 580 一 一 十 脚 一 一 一 一 一
一
一
一

177 400 ,, ,, ,ひ 510 一 一 卿十十
十 十 一…

幽

一 一 一 一 一

AET.

■

178 350 ,, ,, ⊥
,,

490 十 一 卦 十 十 一 一 一 一 一 一
一
一
一
一 ζ

179 450 ,, ひ, 510 一 一 督 督 十
二
十 一 一 一 一 一

一
一180 480 ,, 3, ,, 490 一 一 一 一 一 一 一 _i=

～
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婁

A。CT.

181 410 ⊥
,,

,, 鱒15盆0
;

_1_
}

十㎝
十

ヨ期 一i一 一 胴 一 一 欄 _騨

一 一

鮪182 480 P ,,1570 十 一 一
㎝

二
一

一 一 一 一 一
㎝
一

一 一

183 420 ,亨 ,饗 ,, 460 一 一 十 一 幽 一 一 一 一 刷

184 500 ,, ,婁

⊥ 、

,,

580 一 一 十 一 網 一
}
一

一
一
一
　
一

闘 一 一

185 430 撃, ,, 550 十 欄 十 欄 一 一 一 一 一 一
一
噺

謹

186 440 ・,》 登, ,3 560 十 一 十 一 一 一 一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
　
一
一
一

醐
一
一
一
葡
一
一
一

187 490 ,, ,, ⊥
,》

560 _1_ 十 脚 一 輔
}
一

一
一

一
一 榊

一

一
一

一
一
一
一
　

188 430 ,, ,, 480 一 一 十 _i_ 一
～
一
}
一

一
一

、89149。 ,, ,,

醇

580⊥i

";500

十 一・ 十 _{_
董

一 一 一

190{430 ,, 9辱
一 梱口■隔臨 十

1
-1葡 一 一 一 一 一

}
脚
一
一

S.T.

191
}

192

370 ,, ,, ,, 480
}十

十 1十 一 一 帽

一

一 一 一 一 一 一

550 ⊥
登舞

肇, ,, 670 什 十 十 一 一 一 一 一
}
一

欄
}
一

一
}
一

一
一
一193 370 ,, ■, 450 一 一 欄 一 一 一 一 一

}
一194 350 ,警 ,, ,, 440{柵

1-=「

粁 一 一 一 一 一 一 一 一
一
一
一
一

一

195 380 ,, ,, ,霧 510 一 十 十 一 一 一 一
}
一

一
一

一 一
一

196 370 ,, ,, ,, 520 十 一 十 十 一 一
一
一

一 一
}
一
一
一

一

197 360 ,, ,, ,, 450 帯 朴 一
}
一

一 一
一
一

一

一

一
}
一

一
一
一 一

198 380 ,, ⊥
整,

,撃
}

,夢

430 一 一
一
一

一
一 一 一 一 一

199 500 ,, 620
ぜ

卦 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一
}
燗200 400 ,, き, ,,148。i+ 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一

倍 ニテ2例 ノ(十)ラ 認 メAET群 ニ テハ10倍 ニ

テ6例 ノ(升)ト2例 ノ(+)ラ 見、20倍 ニ テ2例

ノ(什)ト4例 ノ(十〉テ認 メ40倍 ニテ5例 ノ(十)

ト80倍 ニ テ2例 ノ(十 〉ラ認 ム。ACT群 ニ テハ

10倍 ニ テ全部(十)ナ ルモ他 ハ(一)ナ リ。ST群

ニ テハ10倍 ニ テ6例 ノ(十)ト20倍 ノ・2{列(十)

ナ リ。本節 ノ小括 トシテハRoemer反 慮 ハST

群 梢 ≧高 度 ニ シ テ 凝集反慮 バー般 二低位 ニシ

テAET群 ハ梢 気高位 テ示 ス。 而 シテ相互 ノ關

第

係 ハ4週 ノ時 ト同 ジク常 二相併行 セザルコ トテ

明 カニ知 ル テ得 タ リ。

第五節1同 注射後8週 二於 テハ第5表 二示 ス

如 クRoemer反 磨 ハAL及EL共 二全部(一)

ニ シテAET群 二於 テハ著明 二現 ハ レ10例 中24

St.ニ テ6例 ノ(柵)ト2例 ノ(井)テ 見、48St.ニ

テハ2例 ノ(帯)ト4例 ノ(粁)ト2{動1ノ(十)テ 認 メ

次 二ACT群 ニ テハ梢 、低位 ニ シテ24St。 ニ テ

ハ2例 ノ(井)ト2例 ノ(+)テ48St.=テ ハ4例

5表

1同 注 射 後(8週)

抗
元
種

番

號

鯉

重

前 虞 置
時

墾

殺{R・emer反 磨 凝 集 反 慮

量 同藪
部
位 124Stl48S軌

10i20

F.,,

40

,,

80

,,

1191319640
,,

1280

,9

謝 照
血澗抗元

AL.

20】 430 1
同
10

%
1

蛭
郎

孟
血9

1
背
部
皮
下
注
射

510 一 一 一 一 一 一 一i一 一 一 一 一

202 420 ,, 510 一 一 一 一 一 一
…

-1一 一 一

モ
一
一

203 400 ,, 530 一 一 十 十 一 一 一 一 一 一 一

204 450 ⊥ 590 綱 一 十 十 一 一 一 一 一 一

壬
一
一

205 400 ,,

監,

580 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一
一
一

一

206 410 ,, 550 一 一 十 一 一 欄 一 一 一
一
一
一
一

207 410 ,, ,, 560 暉o 輌 十一
十

一 一 一 一 一 一 一 一 一

208 430 夢, ,, ,警

,,

530 一 一 一 一 一 一

モ
一 一 一

三209 450 鱒 9, 550 岬 一 一 一 蜥
一
一

一 一 鱒 一 一

210 450 ,, ,, ,, 590 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一



'

739◎坂村=結 核菌盤成分ノ免疫學的研究第9號 】

211 420 ⊥ 衰, 妻, 530 一 一 十 十 一 一 一 一 一 {一}一

一
212 420 ,, ⊥ ,, 540 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一一 一

{
一
一

風

213 490 豊, ,妻 響撃 630 一 一 十 一 一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一一

214 400 ,, ,, 舞, 590 一 一 一 一 一 一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一

E.L
215 450 嚢, ,妻 ,, 580 一 一

一
一 一 一

}
一 一 一

一
一 一 一 一

一
216 430 纏, 嚢撃 ,, 580 一 欄 一 一 「=

一
一
一
齢
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

217 430 3》 ・嚢 ,妻 540 一 一
　
十 一ヒ 一 一 一 一

一
一
一
一
　
一
}

218 420 蓼,,, ,葬 510 一 一 十
一
二L二 一 一 一 一 一 一 一

一一一 } { 一 一 一 点

219 450 蓼,,警 驚, 590 一 一 願 一 一 一
…

一 一 一 一
}
一
一
一
　

220 410 ,,鷲 妻 ,, 560 一i一 一

一
一 一 ト 一 1一 繍

}
一 一 一 一

齢
撃, 華, 610 柵 什 十十 十 十 十 一 一 一 に 一

E

一

i
,, ,, ⊥ 550 十十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 輔

223500i ,, ひ, ,撃 520 一 一
一
十
　
十
一
十
}
一
一
一
一
卿
一一

一

一
一
一
一
　
一
一

2241450⊥ ,, ,登 590 帯 朴 赫
一
十
一
十

　
十 一 一 一 一 一

_一 戸

一
一

」

A.E。T。
2%480 ,, ,糞 ⊥ 520 惜 柵 什 十十 十 十 十 一 一 一 輯 一

226470 ,, ,, ⊥ 510 帯 什 督 十

}
十

一
十 一 一 一 一 一

　
一
皿

227450 ,, ,, ⊥ 580 甘 十 十

一
十

一
十 一 一 一 一 一 一 一

1228490
{

,, ,, ⊥ 490 一 一 十

一
十

一
十 一 一 噸 一 一 一 一

糎 一 一 一
22gi480 ,, 妻, ,警 540 柵 柵 十十 什 十 十 十 一 一 一 一 一

、2301420 ,, ,婁 ,, 540 柵 朴 骨 十 十
一
十

一
一 一 一 翻 一 』=」

231 420 ,, ,, ,, 450 一 一 十 十 十 一 岬 一 一 一 一 一

232 450 ,ひ ,, ,, 480 一 一 十 十 十 一 一 一
噸
一 一 一 一

233 410 ⊥ ⊥ ,, 420 一 一 十 十 一
一
一 一 一 一 一 一 一

234 450 ,, ,, ,, 520 十 十 什 十 十
}
一 一 一 一 一 一 一

A。C.T.
235 500 ,警 ,, ,, 520 軒 十 甘 十十 十 十 一 一 一 一 一 一

236 440 ,, ,, ,肇 500 十 十 什 十 十 一 一 一 一
㎝
一
一
一 一

237 410 ,, P願 ,撃 430 一i一 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一

238 420 ,, 登, ,, 480 一
晦
一 十 十 十 一 一 一 一 一 一 一

239 490 ,妻 ,ひ ,, 520 曾 十 什 什 十 十 舗 一 一 一 一
皿 一
一

240 430 ,, ,整 ,, 460 輔 一 十 十 十 " 一 一 一 一 一 一

241 500 ,, ,, ,警 520 什 朴 什 十十 十 十 十 十 一 一 一 一

一
242 510 ,, ,整 ,, 610 帯 帯 什 什 十 十 十 一 一 一 一 一

243 480 ,, ,, ,, 460 十 一 什 什 十 十 十 一 一 一 一 一

244 490 ,, 艦, ,, 610 柵 什 朴 督 十 十 一 一 一 一 一 一 一

S∴『.
245 450 ,, 奪 ■ 婁, 580 替 十 什 赫 十 十 十 一 一 一 一 一

246 460 蓼, ,ひ ,, 590 什 十 什 督 十 十 一 一 一 一 一 一
一

247 470 ,, ,, ,, 580 柵 骨 什 督 十 十 一 一 一 一 一 一

248 480 ,, ,, ,, 450 一 一 骨 十 十 十
一
一 一 一 一

一
一 一

249 450 》, 3, ,澄 470 朴 一 甘 朴 十 十 十 一 一 一 一 一
}

250 490 ,, ,, ,, 580 帯 柵 骨 朴 十 十 十 一 一
メ

一 一 一

例 ノ(十 〉ト20倍 二1例 ノ(十)認 ムルニ過 ギズ。

AET群 ニ テハ再 ビ」曾度 ラ示 シ10倍 ニテ・・6例

ノ(井)ト4例 ノ(十)ヲ 見20倍 ニ テハ2例 ノ(卦)

ト8例 ノ(十)テ40倍 ニ テハ10例 全 部(十)ニ シ

テ80倍 ニ テハ6例(十)ニ シテ160倍 ニ テハ2

ノ(十〉ヲ認 ム。ST群 ニ テハ4例 ノ(帯 〉ト2例

ノ(督)ラ24St.二 於 テ認 メ48St.ニ テ ハ3例 ノ

〈柵 ト2例 ノ(升 〉ト2例 ノ(+〉 テ認 ム。凝集 反

癒 ハA】し群 ニテハ10倍 ニテ7例 ノ(十)ト20倍

二2例 ノ(十1テ 認 メ 肌 群 ニテハ10倍 ニテ5
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例 ノ(十)テ 認 ム。ACT群 ニ テハ10倍 ニ テ4例

ノ(十)ト6例 ノ(十)ヲ20倍 ニ テハ2例 ノ(卦)

ト8例 ノ(十)940倍 ニ テハ8例 ノ(十)ト80倍

ニ テハ2例 ノ(十)テ 認 ム。ST群 ニ テハ10倍 ニ

テ全部(升)20倍 ニ テ9例 ノ(升)ト1例 ノ(+)

40倍 ニ テ全部(十)80倍 ニ テモ 全部(十>160倍
鋤

ニ テハ6例 ノ(+)ト320倍 ニ テハ1例 ノ(+)テ

認 ム。本節 ノ小括 トシテハRoemer反 慮 ハAL

及 ピELハ 陰 性 ナルモAET尤 モ高位 ニ シテST

第 6

之 二亜 ギACT梢 胤低位 ニ ア リ。凝集反慮 ハST

群 再 ピ顯著 二現 ハ レ來 リAET。 及ACT.共 二之

二亜 イデ再顯 シ來 ルモAL及 ビELハ 殆 ド語ル

ニ足 ラズ。

第 六節1同 注射後15週 二於 ケル成績 ハ 第6

表 二示 ス如 クRoemer反 慮 ハST群 バ 盆 胤

顯 著 ナルモ他 ハ漸次低位 ニテAL及ELハ 全 部

(一)ニ シテAET群 ニ テハ24St.ニ テ1例 ノ(督)

ト4例 ノ(十)テ 見48St.一=テ ハ(什)ノ モ ノガ(十

表

1同 注 射 後(15週)

抗
元種
番

號

制 前虞置
殺
時
髄
重

Roemer

反 慮
凝 集 反 慮

重 量
同
敬
部
位
24SLI48St10120Eb,

40

,,

80

,,

160

,,

320

,,

611{1219』論 鑑

A.L.

251 400 1

同
10

%

1

蝿

,即

ゐ
mg

1
背
部皮

下
注

620 ._1一 一 十 一 一 一 一 一 一 ヒ ー 一

252 430

一

⊥ 650 一 一 十 一 一 一 一 一 一 ト ー 一

253 400 ⊥ 600 一 一 十 一 一 一 一 一 一1-… 一 一

254 450 ⊥ 680 一 一 十 十 一 一 一 一 §一 一 一 一

2δ5 460 ,, 陣 680 一 一 十 一 一 一 一 ■ 一 一 綱 一 一

256 470 "!,,
ト

650 一 一 一 一 一 一 儒 一 一 棚 一

257 440 ,,i" 690 一 一 一 一 一 一 一 一

一

=「=1二
一
一

一

258 450 ,, ,, ,, 690 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

259 蜘 ,, ,, 鱒 680 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

260 430 ', ,零 ,, 680 一 一 十 一 一 一 一 一 一 脚 脚 一

E.L.

261 42Q ,, ,, ,, 680 一 醐騨一 ● +i+ヒ ・卜 一 一 一 一 一 一

262 420 ,, ,, ,, 690 一 一
…一 一}一 一 一 一 一 一 一

一
一

一
一

263 400 ,,

,,

⊥ ⊥
⊥
,,

650 一 一 一 一}一 一 一 一
一
一一

一
一
一

一 一

264 410 ,,
一

,,

650 一 一 一 一 ト 一D 一 一 一 一

265 430 ,, 680 一 一 十 一
… 一
1一

一 一 一 一 一 一

266 450 ,, ,, ,, 680 一 一 十 一 _i_
§

一 一 一 一 一 一

;267
i

450 ,撃 ,, ,, 690 一 一 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一

i268 400 ⊥
,,

,, ,, 680 一 ● 一 一 一 ■■騨■■齢 一
」

一 一 一 一 一 一

269 460 ,, ,, 670 一 一 一 一 欄幽繍騨● 朝騨■■齢 一 一 一 一 一 一

、270 480 ,, ,, ,, 680-・ 一 一 _Ll_ 一 一 一 一 一 一

271 如Ol"i" ,,600一 一 一 一 一 一
_1

一i一 一 一 一 一

…

272i 420昌,、, ,,1640十 一 一 一 一 一
二1二

一 一 一 一
一
一

AE.T㌦

273 紹o⊥!" "{58。-
1

一 十
}

一{一 一 一 一 一 一 一
一
一274

ii390

、 鱒,,
;

1650旨+ 一 十 一
1
一

一

}　

一

一一

十

一 齢
一
一

一

__】

一

一 一 一

275 訂oi,, ,,

,,

鱒

警,

,,

570「
[十

一 十 一
一
一 一 一

}
欄

一 一

276 420に,

4・・}工
⊥ 750

　

一 一 十

十

一
1

-i一 一 一

一
一
一
一

一
一

277
㎝
278

,, 7301一 一

一
十 一 一 一 一 一 一

{_

400レ ・ 身歩 ,, 6801十 十 十

一
十 7 一 = 一 一 一 一 一 一

279 410「, ,, ♪,

　

5901一 一
一
十

一
十 二 一 一 一 一 一 一 一

280 430i"、" ,,

1
600{十} 一

}
十 二 二 = 一 一 幽 一 一 一
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一 i_
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1ヒ

十 十 一 一

=
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一
一
}
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十

十一
十

一 二 二 一,に 一
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⊥
墾蓼 ,, 整蓼

美1

650十1一 ト

一
十 一}一 一1-i一

285420 ,,壷9 po
・600-・1一 什 十一

十

十
丁
十 一 一{』

i二二
き

一
一

286400 ⊥
崔

管罪 参華 590一 一
,十

一

一

一

一
__i

{{欄騨騨開ワ ー 一 一 一

驚

287410癖,,
i

旨 一一
,,

po 警,

{620-1-1十
津
十 一

一
一 1-i-}一

…

一
一
一

一

288i390 ,,

{
"{6・ ・…+E+ 十 十一

十

一
一

一
_　

一
一

ξ

1
-{一 一

28gi380,,
1

,3 ,,16401一 ト ・ 一
…

赫 朴
一
十　
十

一 _-1_

壽

一 一

29α400「. 撃 響 "163。}一 … 一 督1=F
一
十 一 一 一一1一 一 一

S.T.

291 350 ⊥
,,

警,1,, 620 柵 什 一
一
一

一 一 一 一}一 一i一

292
-

293

400
;,,

,肇 640 帯 朴 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一
一

430 ,,し 奮
、.⊥

700 什 十十 十～
十一
}一一
什
τ

十 +ヒ
…

一 一 一 一 一 一

294
-

295

450

,,;
"i

"し,i一 680 柵 朴 一 一 一 一 一 一 一 一 一

420 "i"

"「1二
　

,}

630 帯 什 一 一 一 一 醐
一
一

一 一 一 一

29q4801 700 柵 粁 十 一 一 一 一 一 一 一

297420「,
…

整, 650 柵 朴 一 一 一 一 一 一 一 一 一

298!40♂,,i ηi・ ・ 670 柵 静 一 一 一 一
一
一

一 醐
一
一
　
一

一 一 一 一
一
一

…

29914、oヒ,!"し,
i睾

…

680 十十1 朴 十 一 一
一
一 一 　一{一

}3。。143。 ∵"に, 6訓 痢 帯 督 十 一 一 一 一
き

一1-i一

トナ リ シ1例 ア ル ノ ミ。ACT群 ニ テ ハ24St。 ニ

テ4例 ノ(十)ア ル ノ ミニ シ テ8週 ノ モ ノ ヨ リ低

位 ニ ア リ。ST群 ニ テ ハ反 慮 著 明 ニ シ テ24St。 ニ

テ ハ8例 ノ(柵 〉ト2例 ノ(昔)テ 認 メ48St.ニ テ

ハ1例 ノ(督 卜)ト9{列 ノ(→÷)テ 胎 セ リ。 凝 集 反 癒

ハ 再 ビ低 下 シ テAL.及EL群 ハ 記 載 ス ル マ デ

モ ナ クAET群 ニ テ ハ10倍 ニ テ8例 ノ(十)20

倍 ニ テ2例 ノ(十)40倍 ニ テ1例 ノ(十)テ 見 、

ACT群 ニ テ ハ10倍 ニ テ4例 ノ(升 〉ト6例 ノ

(十〉テ40倍 ニ テハ6例 ノ(十)ト80倍 ニ テハ4

例 ノ(十 〉テ見ルST群 ニテハ10倍 ニテ2例 ノ

(井〉ト3例 ノ(十)テ20倍 ニ テハ3例 ノ(十 〉ト

40倍 ニ テハ1例 ノ(十)テ 見ル ニ過 ギズ。本節 ノ

小括 トシテハRoemer反 慮 ハST群 ノ ミ顯著

トナ レルモ他群 ハ消失 二近 ヅ クテ知 ル。疑 集反

慮 ハACTノ ミ梢 ≧持績 スルモ他 ハ漸次 消退 ス

ル傾 向 テ認 ムル コ トラ得。

蹄

第一編 総括

本實験 二於 ケルRoemer反 磨 ハ特殊 ナル反癒

ニテ其成績 ノ陰 陽ハ以 テ個禮 二特異性 テ呈 セル

ラ察知 スベキモ凝集反慮 二至 リテハ普通個罷i二

於 テモ亦反慮元 ノ存否 計 リ難 キモ ノナ レバ第7

表示 ノ如 キ小實験 テ添加 シテ其批判 ノ標準 トナ

セリ。印 チ健康 ナル海狸10頭 ノ血液 テ探 リテ

各血清 二就 キ其凝集償 ヲ検 シタリ。其結果 ハ豫

期 セル如 ク10倍 、20倍 或 ハ時 二40倍 ニテモ亦

(+)テ 呈 スル コ トアル テ知 レリ、eBチ 健康血1青

二於 テモ濃度 ニ ヨリ低位 ノ凝集反癒 アルモ ノナ

第7表
-
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猿
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,,,,,
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㎝～
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禰
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「==1一二
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二 二=二

一 一i-… 一 一 一 一 二
一
ヨ ー}一

一 一 顧一
,==

6
-_

7　
8一

十一 二
二

一!一 一 一
=二_==
一 一十一

十
==二 二 二 一

一 一1一

一一≒ ≒ 旨
_17「=}「==
L__1___・_

9 一 一

10 390 十 十 +、_1
E
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第8表AET1同 注 射群 ノR◎emer反 慮及凝集反慮

尺 凝

ー

ぐ

帯

競

+

↓

ノ280

640

320

160

80

40

20

/0

0

z概 2wwl4rv 8〃 8u,! ノ5〃
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_志____L
}

{ユ
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∠1
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、
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_一∠
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{
_.↓ 一______.

,'、iノ 　 ミ
　 　 のぼゑぶ

_.._ミ 』___.

ミ

㎜:而 ㎜ 甲'-

i
-一 量 一_一___一___一_議

　㎜一　㎜ ㎜一 ㎜ … …}セ㎜}　『…一一 .L

備考Roemer反 旛 ・・眞線、凝集反慮ハ鮎線

第9表ACTl同 注射群 ノRoemer反 慮及 ビ凝集反慮

π,バ 〃 2〃 4〃 8〃 8〃 蕉 〃
↓ 寺
卿
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}磁

lll
L〃

OI♂'

,へ'、
、

,r」 、
'、
ノ 、、' 剛b、

、
、
、
、 ♂

1ン ノ＼
＼ 、

ム
、

＼

7

1F、
＼ ・ノク

〆 ＼ 1 ＼▼

備考Roemer反 磨(R)、 眞線、凝集反癒(A)、 貼線

第10表ST1同 注射群 ノRoemer反 磨及 ビ凝集反磨

メ～。4 1鰍 2〃 4〃 6〃 8〃 ノ∫ 〃

壷 珈

甥
}帯 髪

罎
】・十/〃

'〃

・
ノヘ
ノ 、

触
一 一一一

,、
ノ 、

ノ
ノ

1、
、

「の監、

ノ!
㌧ 、

隔b

ノ
'
ノ

、
、
、

」

1
ノ

「

/ノ ー
イ 、

、
、

♂ / 、
、
、
、
、
、

備 考R.R(R)ハ 眞線 、A.R(A)ハ 鮎 線

【第13巻
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リ、此 見地 ヨリ本編 ノ成績 テ通寛 スルニ注射後

第1週 二於 テハ各抗元 ニ ヨツテRoemer反 慮

ハ全部陰性 ナルモ凝集反慮 ハACT群 テ除 キテ

ハ封照 ト大差 ナク未 ダ特 異的免疫抗膣 ノ生成 ナ

リト云 フベ カラザル テ知 ルベ ク第2週 二至 リテ

ACT群 及ST群 二於 テ輕 度 ノRoemer反 磨 テ

呈 シ凝集反磨 ハAET群 尤 モ著 明 二現 ハ レST

群 及 ビACT群 之 二亜 ギテ著 明 ナル反慮 テ呈 シ

AL群 及EL群 ハ爾 ホ封照 ト差 ナ ク、第4週 二

至 リテハRoemer反 癒 ハAET群 及 ビACT群

ST群 二於 テ梢 ≧顯 著 トナルモ未 ダ完全 ナルモ

ノナク凝集反慮 ハ各群 再 ビ低下 シテ殆 ド封 照 ト

差 ナキマデニ至 リ唯ACT群 二於 テ梢 ヒ認 ムベ

キモノアリ。第6週 二至 リテハRoemer反 磨 ハ

ST群 二於 テ顯著 トナ リACT群 及AET群 二

於 テハ4週 ヨリモ低下 シAL・ 群及EL群 ニテノ・

全然之 ラ認 メス。第8週 二至 リテハRoemer反

慮 ハAET群 トST群 二於 テ其 反慮顯著 トナ リ

ACT群 二於 テモ梢 胤6週 ヨリ高度 トナル。凝集

反慮 ハST群 尤 モ高位 トナ リAET群 之 二亜 ギ

ACT群 梢 胤劣 ルヲ見ルモALi群 及EL群 ハ封・

照 ト差 ナ シe第15週 二至 リテ・・Roemer反 慮

ハST群 盆 ≧顯著 トナ リ殆 ド完全 シAET群 及

ACT群 ハ再 ビ降下 シテ其 浦退 ラ認 ムAL群 及

ビEL群 ハ爾 ホ陰性 ニ シテ、凝集反癒 ハACT

群 二梢 胤認 ムル テ得 ルモAET群 及 ビST群 二

於 テハ清退 セルテ認 ムAL群 及 ビ 肌 群 ハ翁

封照 ト差 ナ シ。即 チAL群 及EL群 ハ邊i二R6-

mer反 磨 全部陰性 二終 リ凝集反磨 モ 亦封照 ト

大差 ヲ認 メザ リキ、此現象 ハAL.及t'EL.二

抗 元 トシテノ性 テ鋏除 スルモ ノ ト思考 セラル。

依 テ此二群 テ除外 シテ他 ノ三群 ノ トリシ経過 テ

曲線 ラ以 テ表示 シ結論 トス。

第8表AET1同 注射群 ・

第9表ACT1同 注 射群

第10表ST1同 注 射群

第 二 編

本編 二述 プルモ ノハ前掲 ノ如 ク各抗元 ノ10mg

テ隔 日二合計4同 海猿 ノ背部 皮下 二注射 シ最終

注射後1週 ヨリ15週 二亙 リテRoemer反 慮 及

ピ運集反慮 テ検 シタル モノナ リ。

第 一一VP4同 注 射後1週

第11表 ハ其成績 ヲ示 スモ ノニ シテRoemer反

慮 ハACT群 及ST群 二於 テ稽 胤著明 二現 ハv

他 二之 テ見 ズ。凝集反慮 ハACT群 尤 モ顯著 ニ

シテ10例 中10倍 ニ テハ全部(耕)ニ シテ20倍 ニ

テハ8例 ノ(惜)ト2例 ノ(升 〉テ 見40倍 ニテハ

11表
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亙
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亙
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三

三
三
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壬
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300
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り
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,,
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り
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警,
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登撃
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島,

,,
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鱒
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肇響

,ゆ

撃,

,,
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,,
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380

370

360

320

390

360

390

400

390

380

370

360

460

450

420

400

390

450

420

3ge

450

420

420

390

370

380

540

350

420

350

十十

什

十十

十

十

什

十

粋

十

朴

十

十

十

柵

榊

惜

柵

帯

柵

惜

十十

榊

柵

柵

柵

柵

柵

帯

帯

帯

帯
什

帯

朴

朴

什

督

柵

替

例 ノ(十)ヲ20倍 ニ テ3例 ノ(辮)ト5例 ノ(粁 〉

テ5〈2例 二(十)テ 見ル40倍 ニ テハ7例 ノ(箭)

ト2例 ノ(十)テ 見160倍 ニ テハ1例 ノ(十)ト6

例 ノ(十)ヲ 見320倍 ニ テ5例 ノ(十 〉ト640倍 ニ

テ4例 ノ(+)ヲ1280倍 ニ テ2例 ノ(十)テ 見ル。

8例 ノ(粁)ト2例 ノ(十 〉テ80倍 ニ テ モ 同檬 ニ

テ160倍 ニ テハ7例 ノ(什)ト3例 ノ(十)テ320

倍 ニ テハ2例 ノ(升)ト6例 ノ(十 〉テ640倍 ニテ

3例 ノ(+)ラ1280倍 ニ テ省2例 ノ(+)テ 認 ム。

AET群 ハ 之二亜 ギ10倍 ニテハ8例 ノ(辮)ト2
、
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ST群 又之 二亜 ギ10樒 ニ テ2例 ノ(辮)ト6例 ノ

(什)ラ20倍 ニ テ6横1ノ(1十)ト2{列 ノ(十)テ40

41?・:・テ2例 ノ(十 〉ト6例 ノ(十 〉テ80倍 ニ テ6

例 ノ(十 〉テ160倍 及 ピ320倍 ニ テ同 ジク6例 ノ

(十)テ640{音 ニ テ4{列 ノ(十)テ1280{音 ニ テ3{列

ノ(+)ラ 見 ル。AL及 肌 群 ハ封照 ト差 ナ シ。

第一・節 ノ小括 トシテハRoemer反 癒 ハST群

梢 ≧著 明ニ シテACT群 之 二亜 ギ 他 二 之 テ 見

ズ。凝集反癒 ハACT群 尤 モ著 明ニ シテ1回 注射

第 12

群 二見ザル高位 テ示 スe爾AET.及 ピST.群 モ

梢 劣ル トハ錐 モ何 レモ1280倍 マ デ ノ陽性 テ 見

ルコ トハ注意 スベ キナ リ。

第 二 節4同 注 射 後2週

第12表 ハ之 テ現 ハ スモ ノニ シテReomer反 慮

ハAET.群ACT群 及 ビST群 二梢 支著 明=ナ

ルモAL及EL群 ハ陰性 ナ リ、凝集反慮 ハACT

群 尤 モ著 明 ニ シテ10倍 ニテハ全部(惜 〉=シ テ

20倍 ニ テハ8例 ノ(辮)ト2例 ノ(井)テ40倍 二

表
1

4同 注 射 最 終 注 射 後(2週)

抗
元
種

番

號

禮

重

前 虎 置}殺
… 時

讐

Roe癬er

反 磨
凝 集 反 慮

圓 矧朝
h
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⊥
⊥
⊥
⊥
⊥
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注
射

⊥
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⊥
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一

二
ニ
ー

一
}
一
一
一
一
一
一
一

一

一

一 一 一 一
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柵
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一
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一
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柵
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一
一
一
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一
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冨 ・

寮
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440,,,,,,370
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330,,,。,,410

i280縛,,,,420

340,,,,400

360,,440
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ま

二
ま
+
耳
=

赫

二
丘
上
竺

柵
王

榊
丁
亙

+

一

一

一

一

二
止
生

二
什
=
一 一・ 柵 可

_二..

360,,

340,,,,,,430

玉
+
坐
什

柵什十

朴一赫

一 一i二 二 欄

}一 一

十十 十 一

什
マ

=

丹
圧

+

テハ1{列 ノ(辮 〉ト9例 ノ(十)テ80倍 ニ テハ7

例 ノ(軒)ト3例 ノ(十)テ160倍 ニ テ ハ4例 ノ

(什)ト3例 ノ(十)テ320倍 ニ テハ1例 ノ(井)ト

4を列ノ(十)テ640t喜 ニ テハ1{列 ノ(十)テ 見 ル。

之 二亜 グモ ノハAET群=シ テ1(》倍=テ ハ8例

ノ(柵 〉ト2例 ノ(十)テ20イ 音ニテハ6例 ノ(柵)

ト2例 宛 ノ(十)ト(十)テ40倍 ニ テハ8伽1ノ(什)

F1修 畷ノ(十)テ160倍 ニ テノ、5{列 ノ(十←)ト2伽 曝

ノ(十)テ 見 ル320倍 ニ テハ6例 ノ(十 〉テ見 ルモ

ヨリ以 上 ノ倍鍬 二於 テハ陰性 ナ リ。省之 二亜 グ

モ ノハST群 ニ シテ10倍 ニ テハ6例 ノ(惜)ト1

例 宛 ノ(十)ト(十)テ 見20倍 ニ テ ハ3例 ノ(辮)

ト4例 ノ(砦)ヲ40倍 ニ テハ3例 ノ(粁)ト4例

ノ(十〉テ80倍 ニ テハ3例 ノ(十)ト1例 ノ/十)ラ

160倍 ニ テハ1i列 ノ(÷Dト2{列 ノ(十 〉テ認 ムル

モ前週 二比 シ倍籔 二於 テ低位 ナ リ。AL群 ハ封

照 ト大差 ナ キモEL群 二於 テハ梢 く著 明 ナルヵ

ノ観 アルモ意義深 カ ラザル如 シ。本節 ノ小括 ト

シテハRoemer反 磨iハAET.ACT.ST.ノ 各

群=rek著 明 トナ リヅ・アル テ見 ルモAL.EL.

ハ 明 カナラズ。凝集反癒 ハACT群 尤 モ高位 ニ

シテAET群 之 二亜 ギST群 又之 二亜 グ ト難 モ

前週群 二比 シ倍藪度低位 ナ リ。

第 三 節4同 注 射 後4週

第13表 ハ之 ラ示 スモ ノニテRoemer反 癒 ハST

群 尤 そ著 明 トナ リ殆 ド完全 二近 キモ ノテ見ル

AET群 之 二亜 ギ24St。 ニ テハ全部 陽性 ニ シテ

48St.=於 テ モ3例 二於 テ完全 ナル ヲ見 ルACT

群 ハ24St.二 於 テハ全部 陽性 ナルモ48St.二 至

リテハ1例 ノ陽性 ヲ始 スノ;ナ レド前週 二比 シ

テ共 二壇度 セル テ認 ムAL及 ビELハ 爾陰姓 ナ

リ。凝 集反癒 バー一般 二前週 ヨ リ低 下 シAET群

二於 テハ10倍 ニテ6例 ノ(帯)テ20倍 ニ テ6例

ノ(昔)ト1例 ノ(十 〉テ40倍 ニ テ3例 ノ(丹 〉ト

4例 ノ(十)テ80倍 ニ テ ハ7例 ノ(十 〉デ160倍

ニ テ2例 ノ(十 〉ト320倍 ニ テ1例 ノ(十)ラ 認

ム。之 二亜 グモ ノハACT群 ニ シテ10倍 ニ テ1

例 ノ(柵)ト7例 ノ(赫)ラ20倍 ニ テ6例 ノ(什)

ト2例 ノ(+)テ40倍 ニ テ2例 ノ(昔)ト6例 ノ

(+〉 ラ80倍 ニ テ7例 ノ(+)テ160倍 ニ テ4例

ノ(十)テ 見ルST群 ハ低下甚 シク10倍 ニテ2例

宛 ノ(榊 〉ト(十 》テ20倍 ニ テ2例 宛 ノ(・田 ト(十〉

テ40倍 ニ テハ1例 ノ(柵 ト3例 ノ(+〉 テ80倍

=テ ハ2例 ノ(十〉テ見 ルニ過ギ ズ。AL及 肌
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1
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抗
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一

370 500 一 一

350 500
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一
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一
一
一
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一
一
一
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}
一
一
一
一
一
一
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一
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一
一
一
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一
一

一
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一
一
一
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一
一
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一 一
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一
一
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'
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「匝
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ヨ
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一 一i一 置一
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一 一
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一 一
一
一
一
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一
一
一
一
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一
一
一
一
一
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一
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一
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一
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一
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一
一
一
一
}
一
一
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⊥
⊥
⊥
⊥
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⊥

⊥

,,

430 一 一 一
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第 四 節4同 注 射 後6週

第14表 ハ 之 テ示 ス。Roemer反 慮 ハST群 及

AET群 著 明=シ テACT群 梢q省 退 ノ徴 ア リ即
艦 第14
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第 五 節4同 注 射 後8週
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一
一
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十

一
一
一
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一

一 一
}
一

一

244 380 ,, ,● 650 十 一 一 一 一
一
一
}
一

一
一
一

一
一
一
一
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-
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一
一

一
一
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脚
一

350
⊥.

,婁

難,
一

,,

⊥ 450

510

柵 赫 十 十 顧 一 一 一 一
一
一
一
一

247 320 ⊥
,,

帯 什 十 一 一 一 一 一 一 一
一
一
一
一

一
一
一
一
一248 370 麺撃 撃, 590 十 一 十 一 一

一
一

一 一 一 一

249一
250

380 ⊥
,,

⊥
事9

,撃 490 什 什 十 十 一 一 一 一 一 一

330 警馨 640 柵 骨 一 一 一 _{_ 一 一 一 一 一

7例 ノ(帯 〉ト3{列 ノ(十ト)ガ48St。 ニ テハ8{列 ノ

〈粁)ト2例 ノ(十)ト ナルACT群 ニ テハ24St.

ニ テ6例 ノ(升)ガ48St.ニ テ4例 ノ(十)ト2例

ノ(十)ト ナル ト錐 モ前週 二比 シ高位 ナ リ。凝集

反慮iハACT群 再 ビ上昇 シテ第一一位 トナ リAET

稽 丸低下 シST群 顯 著 ナル低 下 テ示 ス郎 チACT

群 ニ テハ10倍 ニ テ8例 ノ(帯)ト2例 ノ(升>i

20倍 ニテ8{列 ノ(搬・〉ト2{列 ノ(十)テ40・ 倍 ニ テ

2修畷ノ(柵・)ト6{列 ノ(十Dテ80{音 ニ テ6{列 ノ(十D

ト2例 ノ(十←)ラ160倍 ニ テ8{列 ノ(十)ト320倍

ニ テ4例 ノ(十)テ 見 ルAET群 ニテハIO倍 ニ

テ2{列 ノ(耕)ト6{列 ノ(十)ト2{列 ノ(十)ヲ20{音

ニ テ2{列 ノ(÷汗)ト8{列 ノ(十)テ40倍 ニ テ2例

ノ(朴)ト8例 ノ(十 〉テ80倍 及160倍 ニ テ各1

例 宛 ノ(十)ヲ 見 ル、ST群 ニテハ10倍 ニテ8例

ノ(十)ト20倍 ニ テ4例 ノ(十)テ 見 ルニ過 ギズ

第 16

殆 ド陰性 二近 キテ知 ル。本節 ノ小括 トシテハ

Roemer反 慮 ハAET及ST群 ハ前週 二比 シ大

差 ナキモACT群 ハ再 ビ上昇 テ示 シ、凝集 反慮

ハACTi群 テi抜イテ昇 リAET7A'k低 下 シST群

ハ殆 ド離 マデ低嘉 シAL及 肌 群禰 反離

二陰性 ナ リ。

第 六節4同 注 射 後15週

第16表 二示 ス如 クRoemer反 慮 ハST及AET

群 共 二完全 ナル陽性 テ示 シACT群 ハ8週 ゴ リ

モ低下 セ リ即 チST群 ニテハ24St.ニ テ全部

(搬〉ニ シテ48St.ニ テ3椀 曝ノ(柵)ト7{列 ノ(→降)

テ見AET群 ニ テハ24St.ニ テ全部(辮)ニ シテ

48St.ニ テ2例 ノ(柵 〉ト7例 ノ(十 〉トナ リACT

群 ニ テハ24St.ニ テ3例 宛 ノ(十)トk十)テ 見48

St.ニ テ3例 ノ(十)ラ 見ルニ過 ギズ。凝集反慮

ハACT群 及AET群 共 二稽 支低下 セルモST群

表

4同 注 射 最 終 注 射 後(15週)

抗
元
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番 禮 前 虞 置 殺
時
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ヲ80倍 ニ テハ2例 ノ(十)テ 認 メ8週 二比 シST

群 バ 檜度 セ リ。本節 テ小括 セバAET.及ST

群 ノRoemer反 慮 ハ檜 度 セルモACT群 ハ低

下 シ凝集反鷹 ハAET及ACT群 共=8週 二比

シ低下 セルモST群 ハ再 ビ上昇 セル テ認 メAL

及ELハRoemer反 慮及 ピ凝集 反癒共 二陰性

ナルテ知 ル。 ・

第二編 ノ総括

本編 ノ成績 テ通覧 スルニAL及ELハRoemer

反慮 ハ共 二陰 性二終始 シ凝集反慮 テテ稽 ζ陽性

ト認ムベキカニ見ユ レドモ他抗元群 二比 セバ殆
ゑき

ド陰性 ト等 シ。AET群 二就 テ見ルニRoemer

反 磨 ハ1週 二於 テハ爾陰性 ナルモ第2週 二至 リ

テ秤鈷 現ハ レ第4週 ヨ リ顯著 トナ リ15週 マデ

持績 シ尚將來 アルテ想ハ シム凝集反慮 ハ第1週

第17表

二於 テ既 二640倍 ノ高位 テ示 シ第2週 ヨリ第4

週 二至 リテ梢 、低下 シ第6週 ニハ再 ビ上昇 シ第

8週 ニテ稽 胤下 リ第15週 ニハ更 二低下 シ テ潰

退 子想ハ シム。ACT群 ハRoemer反 慮 ハ第1

週 二於 テ中等度 テ示 シ第2週 二梢 支下 リ第4週

二更 二上昇 シテ最高位 トナ リ第6週 二再 ビ低下

シ第8週 二再度 ノ上昇 ヲ見 ルモ第4週 二及 バ ズ

AET4同 注射群 ノRoemer反 旛及ビ凝集反慮
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〃】
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備 考RR(R)・ ・眞線 、A;R(A)ハ 跳 線

　

第18表ACT4同 注射群 ノRoemer反 慮及 ビ凝集反磨

備 考R・Rノ ・眞線 、A.R・ ・黙 線
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第19表ST4同 注射群 ノRoemer反 磨及 ビ凝集反癒

備 考R.R(R)ハ 眞線 、A.R{Ai・ ・鮎 線

第15週 二至 リテ著 シク低下 シ浩退 スルテ想 ハ

シム。凝集反慮 ハ第1週 二最高 ナルハAETノ

如 ク1280倍 二及 ピ第2週 二梢 ≧低 下 シ第4週

二更 二叉第6週 二最低位 トナ リ第8週 二再 ピ上

昇 シテ第15週 二至 リテ再 ゼ低 下 シ潰退 スル テ

想ハ シム。ST群 二就 テ観 ノL二Roemer反 鷹 ハ

第 】vm・.,,,於テ中等 度 ラ示 シ第2週 第4週 ト漸次

上昇 シテ第6週 ニー度低 下 シ第8週 ヨ リ第15

週 二漸 次上昇 シテ賂來 ノ永緬 テ想 ハ シム。凝集

反慮 ハ又第1週 二最高 ニ シテ第2週 第4週 ト梢

低下 テ示 シ第1;週 二再 ビ上昇 シ第8週 ニハ著 シ

ク低下 シテ第15週 二三度上昇 ノ型 テ トル。以上

三群 ノ経過 ラ見 易カ ラシメンガ タメ曲線 テ以テ

之 テ現 ハ シ結論 トス。

第17表AET4同 注 射群

第18表ACT4回 注 射群

第19表ST4同 注射群

附 第一編及 ピ第二編 ノ附帯實験

死結核菌嫡 蛋蟷 ノ抗元性二就テ慨 二確實 噸 ニハゐmgノ 購 彼 下注躯f衣 燃 染セ

ナル成績 テ得 タルモ生結核 菌感染 ニ ヨル結核動 シメ1ケ 月後 二於 テ各動物 ニ ッキ前同様 ノ方法

物 ノRoemer反 慮 及 ピ凝集反磨 ノ粗互關係 ラ.ニ テRoemer反 磨 及 ピ凝集反慮 テ検 シタリ、

槻 ン トテ本實験 テ追加 セリ.實 験 方法ハRoe一 其 成績 ハ第20表 二示 ス如 クRoemer反 慮 ハ何

mer反 慮 陰性 ナ ル健康海狸 ノ300瓦 見 當 ノ雄 レモ張度 ノ陽性 テ呈 シ凝集反慮ハ前二編 ノ成績

性 テ選 ミ10頭 ニハ各2,5mgノ 人 型結核菌 テ又 二比 シ比較的微弱 ニ シテ80倍 テ最高 トスル成

第20表

人 型 生 結 核 菌 感 染 後(1ケ 月)

抗 暗 盟
…

}前 慮 置

1騰
Roemer

反 磨 凝 集 反 慮
ひ

魔 重 1制 同1部1 鵬
　

24St.148St.
10凶

F.1

40 80 160 320 640 1280 封 照㎞ 回"〒_一}

籔 位 軍 刀
,, ,, ,, 9, ,, 血清腕元7 一

1
一 僻

300 2.5mg
一　 『 噂 鼎即脚

1
漁瀞㈱螂 昌一

皮420 帯 什
}十}
十

r

十 一 一 』 一
_帥,↓
一 =二 一==一一

人 7 η0 ,, =
下 400 帯 軽 赫 T = 7

一
一
一
一
一
一 =

一
一 二㎜ 　 甲 欄_ 接 一 一 一 一一 』 一 帰 一 一 』 ㎜ 一

型 3 330 ひ,
。蕊 種330 柵 卦 什 十 十1十 網 一 一 一 一 一
㎜}一 扁 ㎝ 一 }

} 一}炉 一一1_ 一 一 _一 鳳一 一 一
4 300 ,,

_ユ_ よ 350 柵 朴 十 一 rト 一 一 一 匹 一 一 一

生 一 一 　 ㎜ _臨_扁 γ1_ 一 一 一 一 一 一 一
5 340 ,夢

i
鱒1鱒 400 柵 督 十, 十 腕 十 一 一 一 一 一 一 一

o
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i"⊥.

∫ ""1⊥ 400i柵
}

什 十十一
朴
一一

朴

十

一一}

_,___i
+1+一 …一 一1一 一

一
一

一
一

一
}}

一

一

一
一

一

一

二

⊥

⊥ 、
,警
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一
一 一

二
一

『
一
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凄

370i柵 朴

}
き十1十 十

一1ご=

一
欄

i

i韓

一

ひ,

一1一 一

350柵 什 二
　
一
一
一

　
一

i

警蓼 ;"1 淵 柵 粁 十 +斥 「=』
『
,二 一

1

沁mg
け1,-48・i珊 柵 十

　
十
一一

十

+ト 田 一 一
{
一

一 一 _!_}
…一

__'L

一 』

ごニー

9撃 皐

一 一 恥_闇_踊

,-45ゆ 柵
～L_。_ し

・・i

什

一
十}
十

==㎜ 「=

7rl=iτ

一
　
一

一
7
一

_

鈴i 450i桝 朴

㎝
一

一
白一 　}

一 一1一

一

績 テ得 タ リ。此成績 ヨリ見 ル ニRoemer反 慮

ハST・AET.及ACTノ 何 レヨリモ 顯著 ナル

ニ凝集反慮 ノ比較 的低位 ニ アルハ菌 ノ關係 ニ ヨ

ルモノナルベ ク死菌或 ハ脱脂菌 ニテモ其使 用量

サへ多 ケ レバ凝集反慮著明 ナルベ シ。 生菌2.5

mg群 ハ生鶴mg群 ヨリ嫌 反騰 明ニシテ

死菌或 ハ睨脂菌 ノ10mg群 ハ更 二高位 ニ アレバ

ナ リ。 生結核菌感染動物 ノ発疫 學的研究 二際 シ

テハ感染菌量及時期経過 ニ ヨツテ成績 二差 テ生

ズベ ク目下實験施 行中 ナ リ.追 テ報告 ノ機 アル

ベ キモ特 二加 ヘテ蓼 考 トナス。 ・,

第 三 編SlidecellcUlture法(S.C.C.)

第 一編 及第二編 ノ實験成績 ニ ヨツテAL及EL

ノ雨類脂艦 ハ其注射同撒或 ハ時期 ノ何 レテ問ハ

ズfツ ベルク リンア レルギーJ及 凝集反鷹 テ試験

動物 二呈 セザルラ認 メタ リ此現象 ハ從來諸家 二

依 テ構 ヘラル ・類脂艦抗 元性 ノ有無 ノ論 テ解決

スルノー助 トナルベ ク余 ノ使用 シタル類脂禮 ハ

酒精或ハ「エー テル」二移行 セルモ ノガ絶封 二無

菌的 ニ シテ所謂菌蛋白艦 テ含有 セザル澄左 トモ

構 シ得 ベ ク或 ハ賦活禮 テ添加 スルコ トニ依 テ抗

元罷 タリ得 ベ ケ ントテ細胞核其他 ノ賦 活禮添加

二依テ陽性 ノ成績 テ得 タルテ以 テモ其緬封純 梓

甑ナルラ詮 スルニ 足 ラム(此 成績 二就 テハ他 ノ論

文 二褒表 ノ機 アルベ シ)。即 チ縄 封純 檸 ナル結核

菌類脂艦 ニハ抗元性 テ訣 除 セルテ認 メタ リ、依

テ第三編 ノS.C.C.法 二際 シテハAET .ACT.

及 ビSTノ 三 抗元 二就 テ實験 テ行 ヘ リ。本實験

ハ免疫動物 ノ血液 ノ菌獲育限止作 用 ヲ験 スル ガ

目的 ナリ即 チ健康動物 血液 テ封 照 トシテ雨血液

内二於 ケル菌 ノ檜殖駄態 テ比較 スルモ ノナルガ

余ノ實験 二於 テ ハ 從來報告 セ ラレタル ト其増

殖状態 覧於 テ大差 ア リ即 チ余 ノ成績 ニ ョレバ

S・C.C.法 ニ ヨル2週 間培養 二依 テ ハ 菌 ハ壇殖

スレドモ肉眼的聚落 テ作 ルニハ至 ラズ必 ズ染色

標本 ニヨル顯微鏡 的検査 ニヨラザルベ カラザル

コ トナ リ爾第ニ ニハ聚落 ハ周邊部 二限 ラズ全面

的 二散 在 スルガ タメ標 本 テ精査 シテ聚落 ノ大小

及鍬 ニツキ之 テ観察 シテ檜殖多 キモ ノニハ(柵)

ラ又中等度ノ モ ノニハ(昔)テ 檜殖少 キモ ノニハ

(+)テ 極 少 キモ ノニハ 〈±)テ 全 ク檜殖 テ見 ズ シ

テ初 メ混入 ノ菌影 サへ認 メザ ルモ ノニハ(一)ノ

記號 ヲ附 シタ リ。而 シテ檜殖 セル菌 聚落 二就 テ

ハ各菌 ノ形態 テ親察 シテ特有 ナル黙 ラ観 タ リ即

チ全血液培 養 ニヨル結核菌 ハ其形 態非常 二大 キ

ク長 サニ於 テハ原菌 ノ10撒 倍太 サニ於 テモ3 、4

倍 ニテ「プレオ篭モル ヒスム ス」著 シク大小 ア リ特

二穎粒 ノ出現多 ク 分岐獣態 明 カニ シテ「ス トレ

フ トバチルス」ノ形 テ 探 ルモ ノナ ク其聚 落封犬態i

ハ 「ヂフテ リアJ菌 二於 ケル所 謂 「マ
ッチ」歌 ノ配

列 テ呈 シ其撒多 キハ20撒 個 ニ シテ普通 ハ7、8

個 ノ集團 ニ シテ「ミコバ クテ リアJノ 特徴 テ遺憾

ナ ク褒揮 セル テ見 タリ。同時 二喰菌現 象 ノ著 明

ナルモ ノヲ見ル コ ト時々 ニ シテ此 現象ハ多 クハ

菌 ノ檜殖 ト反比例 スルテ認 メタ リ依 テ記載 二際

シテハ喰菌現象 テモ附加 シタ リ
。表 中Phト 記。

セルハ喰菌現 象 テ示 スモ ノナ リ
.
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第一章

第 一 節1同 注 射 後1週

第 一項AET群

AET/10mge皮 下 注射後1週 ニテ心臓 ヨリ

揉 血 シテS.C.C.ヲ 行 ヒ2週 間温室培養 セル標

本 ラ染色鏡検 スルニ第21表 二示 ス如 ク海猿1、

2、3頭 共 二結核菌聚落 ノ檜殖比較的盛 ニ シテ同

時 二行 ヘル健康海猿 ノ血液 ニ ヨルS.C.C.法 標

本 ト大差 ナク何 レモ(帯)ノ 記號 テ附 スベ キ程度

ノ壇殖 テ認 へ 喰菌現象 ハ1號 二於 テ(+)ナ ル

モ2及3ニ ハ殆 ド之 テ見 ズ、封照19號 二於 テモ

/+〉 ナルハ健 康海瞑 ノ血液 ニモ亦此 自然現 象 ノ

存 スルラ知 ル即 チAET1同 注射後1週 間 ニテ

ハ血液 ノ菌檜殖 照iL作 用 ノ認 ムベ キモ ノナ ク喰

菌 現象 モ盛 ナ ラザルモ ノ ・如 シ。

第21表

蓼

説

遜

1回 注 射 後(1週)

群

別

番

號

儲 重 前 塵 置

始1終i(量mg)畷 軽 scclP臨

1-
A.E!1∵2

3SO430】0
_　 ㎝ 一
400.470・ ・
　一一階一扁一i一一幽一糟一一一一』-

46α550.,

一

⊥

11背

部
皮

下

柵 十

惜 一

{丁 ■璽 帯 一

L{L
ST…5
i_
16

44α47α 10一 1-

⊥ ⊥
_L、
柵 一

一
440一
380

一 一

410

410

⊥
,,

骨 十
　 「

,{,. 什 一

A.C.T、 ÷{潔i÷ ÷一
…痂 …5、。1丁一

,,

_二.

,,i。 ●

柵 一

甘 一

9 骨
≡
へ}

十
i封照 丑

20 調
360

-

400

_一 一 一冊

第二項ACT群

本 群 二於 テハ7號 二於 テS.C.C.象 顯 著 ニ シテ

(辮〉ノ程度 ニ シテ8及9號 ニテハ封 照 二 比 シ

稽 」曾殖少 ク何 レモ(升)ノ 程度 ナ リ、喰菌現象

ハ何 レモ(一)ニ シテ封照 ヨ リモ少 シ。部 チAET

二比 シ稽 気菌増殖 阻止作用 ヲ示 スガ如 シ.

第 三項ST.群

本群 二於 テモ4號 ニテハ(辮)程 度X菌 ノ檜殖 ラ

認 メ5及6號 ニテハ稽 瀧少 ク(十)ノ 程度 ノ檜 殖

1回 注 射 群 ・

ラ兇 ル、喰菌現象 ハ5號 二於 テ(十)ナ ルモ他2

頭 ハ(一 〉ナ リ何 レモACT群 ト殆 ド同程度 ノ結

果 ラ見 タリ。

第 一 節 ノ小 括

菌 ノ増 殖 ハAET群 尤 モ盛 ニ シテ封 照 ト差 ラ認

メガ タクACT及ST群 ハ稽 、菌 ノ褒育阻止 セ

ラ レタル ノ観 ラ呈 ス、喰菌 現象ハ何 レモ著明ナ

ラズ シテ封照 ト差 ヲ認 メズ。

第 二 節1同 注 射 後2週

第 一項AET群

菌 ノ増殖 ハ22號 ニテ封 照 ト差 ナ ク(辮)ノ 登育

ヲ見23及 ビ24號 ハ(什)ノ 程度 ニテ封照 二比 シ

稽 丸阻 止 セラ レタルヤノ観 ア リ喰菌現象 ハ23

號 ニテ(十)ニ テ封 照 ニハ之 ラ認 メザ リキ。

第22表

1回 注 射 後(2週)

群

別

一 一 岬

}

,番

嘩

{彊 重 前 塵 置
}}

&cc{P胤始 終 (蓋膿 覆

A.E工

22
-

23
-

24

46060010
晒一}一

.竺璽.⊥

550,,

1背一i部

÷ 雫

柵 一

400　
400

什 十

替 一

S.T.

25、
-

26一

隷多Ω

扁

廓

350
-

450
-

490

10-

⊥
■辱

⊥
⊥
り■

9, 十 十

⊥
り噸

十 十

127 十 十

A.CJ㌦

28 320 430
一 一

350
-

320

10-

⊥
99

1
-

_2_

⊥
⊥

± 十一
29

一
310 十 十一

30

一 一

320 .,i一 十 十

封照

40
-

41
-

42

360
-

360
-

360

400
-

460
-

410

一

一

一

一
き

帯 一
}
柵 一

一
朴 十

第 二項ACT群

本 群 二至 リテハ菌 ノ増殖阻 止作用顯著 ニ テ28

號 ニテハ極僅少 ニ シテ(±)ノ 程度 ニテ29及30

號 ハ(十 〉ノ度 ナ リ喰菌現 象ハ何 レニモ(十)ニ テ

封 照 二比 シ著 シキ差 テ認 メタ リ。

第三項ST群

本群 モ亦菌 ノ檜殖僅少 ニ シテ8頭 共 二(+)ノ 度

ニテ登育附止作用 ノァルテ認 ムベ ク喰菌現象モ
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何 レモ(+)ニ テ封 照 トノ差顯著 ナ リ。

第 二 節 ノ小 括

1同 注射後2週 ノS.C.C.ノ 所 見ハ前1週 二比

シ3群 共 二菌 ノ増殖阻 止 サ レタル如 クACT.群

及ST群 二於 テ特 二顯著 ニ シテAET群 梢 ≧劣

ル ト錐 モ封照 二比 シ増殖少 シ喰菌現 象 モ封照 二

比 シ多撒 ナルテ認 メタリ。

第 三 節1回 注 射 後4週

第一項AET群

本項 ノ菌増殖状態 ハ2週 群 二比 シ壇度 ノ傾 向 ア

リテ内43號 ハ最 モ 高度 ニテ(柵)ノ 度 ニテ封照

ト差 ナ ク44號 及45號 ハ共 二(什)ニ テ封 照 二比

シ稽 支少 キモ喰菌現象 ハ後二者共 二(+〉 ナ リ。

第23表

1同 澁 射 後(4週)

群 番 燈 重 前 慮 置

別i號i始 圏(量mg)畷 穫/s・cclph.

著 ナル モノアルモAET群 及ACT群 ハ2週 二

比 シ再 ピ檜殖盛 トナ リ陥 止作 用 ノ低 下 セルラ認

ムベ ク喰菌現象 ハ封照 二比 シ高度 ナ リ.

第 四 節1同 注 射 後6週

第 一項AET群

本 項 ノ菌壇殖歌態 ハ64號 及65號 ニ テ共 二(借)

ニテ唯66號 ノ ミ(什)ナ リ劃照 二 比 ス レバ梢 ≧

壌 殖少 キ モ4週 二比 シ稽 丸多 シ喰 菌現象 ハ64

號 ノ ミ(十)ナ リ。

第24表
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十督

背
部
皮
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⊥10
oo

30

80

4

4
凸

り
纏

00

50

80

3

り
0

3
き

S.T.
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300
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…

370

360

10

多 肇

尊◎

1

撃事

●欝

,,

,》

09

十 蝉

± 一

42α42α } i+ 一

.C。T.

翌2墨 哩11隻 」二
503203901,,,,

5143(,450i,.,,

馴暑㍊端

,,惜 十

,,柵 十

,,十 十 一

柵 一

柑 ・ 十

1同 注 射 後(6週)

番

號

群

別

盟 重 前 慮 置

6430040010

.ET.65350450,,

66380390

剃 終(量mg)畷 穫
1 背
部
皮
下

S.C.CPh.

柵

丁
十

』L330三iZ2■ ～L⊥1⊥
S!r。68300360,,,,,,

69420420,,,,Sti

赫

十十 十

十十 十

十

A℃.T.

70330400101

1吾霧烈斗F
⊥{ 柵
,,

一

唇,

什

十 】

182i380450
　　　　じ ミ　 　 　 　 　

封 照183i320430}
ミ　 　　　　 　　　　　 　

…84…330420

撒

冊

十

十

第二項ACT群

本項 モ亦前2週 群 二比 シ菌 ノ増殖梢 ≧顯 著 ニ シ

テゐll號ノ(冊)ノ 如 キ封 照 ト差 ナ キ程度 ナ リ然

レドモ喰菌現象 ハ49號 及50號 共 二(十)ニ テ封

照 ト差 アルテ認 ム。

第三項ST群

本項ハAET群 及ACT群 二比 シ菌 ノ檜殖限 止

作用著 シク特 二47號 ハ(±)ノ 度 ニテ46號 及48

號 ハ(+〉 ナ リ何 レモ封照 二比 シ著 シ ク僅少 ナ

、2。喰菌現象 ハ48號 ニ ノ ミ(+)テ 認 ム。

第 三 節 ノ小 括

本節 ノ菌増殖4黙 態 ハST群 ニ ノミ阻 止作用顯

第二項ACT群

本 項 ノ菌壇殖歌態 ハ4週 二比 シ稽 ≧阻止 サ レタ

ル如 ク封照 二比 ス レバ遙 二少 シ70號 ハ(帯)度

ナル モ71號 ハ(升)=テ72號 ハ(+)ナ リ喰菌現

象ハ72號 ノ ミ(十)ナ リ。

第三項ST群

本項 ノ菌増殖欺態 ハ4週 二比 シ檜 殖籔 多 ク再 ビ

陥止作用 ノ低 下 テ見 ル67號 及68號 ハ(井)ニ テ

69號 ハ(十)ナ リ然 ルm喰 菌現象 ハ何 レ モ 著明

ニ シテ69號 二於 テハ(十)度 ニテ67號 ト68號 ハ

(+)度 ナ リ。封照 二比 ス レバ著 シキ差 アルテ認

ムo

第 四節 ノ小括

本篇二於 ケル菌 ノ檜殖歌態バー般 二4週 二比 シ

高位ニアルモACT群 ノミ梢 支低下セリ封照二
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比 スレバ爾若干 ノ阻止作用 ノ存 スルテ知ルベ

シ。喰菌現象ハST群 特 二顯著ニシテ封勲 ト大

差 アル ラ認ム。

第五節1同 注射後8週

等一項AET群

本項 ノ菌檜殖黙態ハ6週 二比 シ再 ビ低下 シテ阻

止作用 ノ再現 テ知ル86號 ハ(帯)ナ ルモ85號 ト

87號 ハ(昔〉度 ナ リ封照 二比 スレバ遙 カニ少撒

ナリ喰菌現象ハ86號 ノミ(+)テ 見タリ。

第25表

1同 注 射 後(8週)

群

別

番

號

騰 重1 前 慮 置

辮 鳳馴薔$cc画

A.E。T.

85,400 520ユ01-一

麦ll÷÷

背
部
皮
下

朴 一
一
86

}

87

一
300㎝
370

柵 十

骨 囎

S.T㌧

88

89
{

90

塑L竺9
370540

-

380530

10-
⊥_L

1一 ⊥
⊥
,,

十 十

十 甘

"[・ ・ 十 十

A。C.T.

91
-

92
-

93

320…460
-i　 剛

10-

⊥
塗,

1-

⊥
讐,

⊥
⊥
,,

惜 什

講
440

}

460

柵 粁

替 朴

封照
璽350L塑 }

一

一

…

一

}

冊 闇

104400

1051380

530

翻一520
柵 十

柵 一

第二項ACT群

本項 ノ菌壇殖状態ハ6週 ト大差ナキモ稽 胤檜加

セルヤノ観 アリ91號 ト92號 ハ(帯)度 ニテ93號

ハ(井)ナ リ然ルニ喰菌現象ハ何 レモ顯著 二之テ

認 メ(井)度 テ示 ス。

第三項ST群

本項 ノ菌増殖ハ6週 ヨリモ再 ビ低下 シテ3頭 共

二(+〉 ニテ阻1ヒ作用 ノ再現 ラ認 ム喰菌現象モ何

レモ著明ニテ89號 ハ(什)ニ テ他 ハ何 レモ(十)

度ナリ。

第五 節 ノ小 括

本節 ノ菌増殖歌態ハAET群 トST群 ニハ阻止

作用 ノ再現 テ認ムルモACT群 ニテハ却 テ6週

ヨリモ増度 ノ歌 ラ呈 ス喰菌現象バー般二顯著ニ

シテACT群 尤モ高度ナ リ。

第 六節1同 注 射後15週

第一項AET群

本項 ノ菌檜殖}伏態 ハ封照二比 シテ大差ナキ度 ノ

増殖 テ示 シ108號 ノ(冊)度 ト106號 及107號 ノ

(督D度 ヲ見ル即 チ粗止作用 ノ再度 ノ低下ヲ示ス

モノニシテ封照 ト差ナキマデニ附止作用 ノ消退

テ察知 セシム。然 レドモ喰菌現象封照二比 シ強

キガ如 シ。

第26表

1同 注 射 後(15週)

群

別

番 腿 重 前 虞 置

號陶 終 量 同{部
(mg)数1位
&cq}Pk

A.E.T㌦

106
-

107
-

108

400
-

390
-

400

680
-

600一

10-

⊥
,,

1-

⊥
,,

背
部
皮
下

柵 十

柵 一

600i 柵 十十

S.T.

1091480
--

110350『-
111430

700
』
620

-

700

10一

⊥
,,

1}

⊥
,9

⊥
⊥
,9

柵 朴

柵 軽

柵 十

L聖
i420
-

450一

600『
680一
630

10-

⊥
9,

1-

⊥
,,

⊥
⊥
,,

冊 網

A.C。T. 113
-

114

什 昔

420 柵 什

封照
124

-

125

400
-

420

680
-

690

一 一 一 柵1一

柵;+

第 二項ACT群

本 項 ノ菌増殖欺態 モ前8週 ト大差 ナキ壇殖 テ示

シ限止作用 ノ低 下 テ知 ル112號 ノ(冊)ハ 封照 ト

差 ナク114號 モ(柵)ヲ 示 ス喰菌現象 ハ113號 及

114號=テ(井)度 ニテ封照 ト差 アルラ示 ス。

第 三項ST群

本項 モ同 ジク菌塘殖堕 止作用 ノ低下 テ示 シ111

號 ノ(柵 〉度 ト他 ノ(帯)度 ハ封照 ト差 テ認 メガタ

キ檜殖 ラナ セリ然 レドモ喰菌現象 パ ハ109號

及110號 ノ(+〉 度 ニテ封照 ト差 ア ル テ 認 メタ

リ。

第 六節 ノ小括

本節 ノ菌檜殖歌態 バー般 二壇殖盛ニシテ封照 ト

大差ナキ程度 ノ増殖 ラ見ル之 レ既二増殖陽止作

用 ノ潰退テ察知 スルニ足ル詮左 トナスベ シ、然

レドモ喰菌現象 ノミハ相當二多撒 テ認メ封照ト

差 アルヲ知ル。
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第一章 ノ総括

各抗元10mgテ1同 注射前塵置セル海狸 ノ1週

2週4週6週8週 及 ピ15週 ノ6期 二亙 リ各別

二心臓無液 二於 テ行ヘルS.C.C.法 培養ニヨル

菌壇殖獣態 ラ通覧 スルニ算撒的二之ヲ表示 スル

コト困難ナ リトハ言へ各標本ニツキ精細二比較

封照 シテ得 タル記號ニヨリ第21表 ヨリ第26表

ラ観察セバAET群 二於テハ第1週 二於 テハ封

照 ト差ナク菌 ノ檜殖盛ニシテ第2週 二至 リテハ

菌ノ褒育阻止セラレテ檜殖低下 シ第4週 二至 リ

テ再 ビ菌増殖上昇 シ第6週 ニハ更二上昇 シテ封

第27表

照 ト差ナク第8週 二至 リテ再 ピ檜殖阻止作用現

ハ レテ増殖低下 シ15週 二至 レバ又再 ビ増殖上

昇スルラ見ル、ACT群 ニテハ第1週 二於 テノ、封

照 ト差ラ認メザルモ第2週 二至 リテ増殖鴎止作

用現ハ レテ増殖著 シク低下 シ第4週 ニハ再 ビ増

殖上昇 シ第6週 ニハ増殖稽 ≧阻止セラレ第8週

ヨリ第15週 二至 リテ阻止作用浦退 シテ菌 ノ増

檜殖顯著ニシテ封照 ト差ナキニ至ル。ST群 二

於 テハ第1週 ニハ封照 ト差ナク増殖 ス レドモ第

2週 二至 リテ阻止作用現ハ レ菌増殖著 シク低下

1同 注 射群 ノS.C。C.法 菌壇殖度表線

シ第4週 ニハ檜殖稽 丸上昇 シ第6週 二至 リテ更

二上昇 シ第8週 ニハ再 ピ阻止作 用現 ハ レテ菌檜

殖低下 シ第15週 ニハ阻止作用全 ク 潰退 シテ菌

ノ檜殖甚 シク封照 ト差 テ認 メザルニ至 ル。以上

三群 二於 テ第1週 ヨ リ第4週 マデ ノ経過 ハ 共

二相似 タル上昇低 下 ノ型 テ ト リ第6週 ニテハ

AET群 トST群 ノ・共 二壇殖 上昇 セ ル モ掲 リ

ACT群 ノ ミ低 下 テ示 シ第8週 ニテハAET群 ト

第}節4同 注射後1週

第一項AET群

第二章

ST群 ノ阻止作用 テ認 ムルモACT群 之 二伴 ハ

ズ第15週 二至 リテハ3群 共 二 堀1殖上昇 スル ノ

ー致現象 テ認 ム第27表 ハ此経過 ヲ 曲線 テ以 テ

刀くスモ ノナ リ。

喰菌現象 ハ菌檜殖阻止作用 ト併行 スル カ ノ観 ア

ルモ末期 二及 ンデ爾存綾 スルハ興味 アル現象 ト

見 ルベ キナ リ。

4同 注 射群

本項二於ケル菌 ノ壇殖歌態 ハ封照二比 シ著 シク

阻止セラレ10號 及11號 二於テ(±)度 ニシテ12
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號 ニテハ(一)ノ 記號 ニテ稀 有 二屈 スル モ ノナ リ

然 ルニ喰菌現象 ハ何 レモ(一)ニ シテ他例 トー致

セザル ノ成績 ナ リ各群各列 中菌 増殖 ノ阻止 セ ラ

レタル最高位 ヲ占ムルモ ノナ リ。

第28表

4同 注 射 後(1週)

群

別

番

號

盟 重 前 虞 置

剃 終(轟)1馴 穫 scc}Ph

AE.T.

10
-

11
}

12

43α一
480

}

330

450
}

460

320

10一 4{背一 「 部

⊥i皮

,,}下

± 一

⊥
弓,

± 一

一 旧

S.T。

13
-

14
-

15

400
-

400
}

400

450 10-

⊥

4-

⊥
奮 参

⊥
,,

,,

± 十

蜘 ± 一一
440 ,, 十 ↓

A℃.T.

16㎝
17

-

18

420
-

390
-

410

450一
蜘
一}

蜘

10
一一

⊥
,,

4}

⊥
,,

⊥
⊥
,,

十 十

朴
幽 一

十

柵 一

1鯛ll
310 3601一 一
40α

一 一 柵

柵

一
一
350 十

第二項ACT群

本項 ノ菌増殖状態ハ封照二比 スレバ低位 ナルモ

省18號 二於テ(辮)ニ テ17號 ハ(升)16號 ハ(+)

度 ナリAET二 比 シ大差 アリ、喰菌現象ハ16號

17號 共 二(十)ニ テ封照 ヨリ稽{高 キラ知 ル。

第三項ST群

本項 ノ菌増殖駄態ハAET群 ト類似 シ阻止作用

顯著 ニシテ13號 及14號 ハ(±)ニ シテ15號 ノミ

(+)度 ナ リ而 シテ喰菌現象ハ13號 ト15號 二

〈十〉ラ見ル。

第 一節 ノ小 括

本節 ノ菌増殖駄態ハAET群 及ST群 二於 テ・・

増殖阻止作用顯著ニシテACT群 ノミ稽{檜 殖

スルラ見ルモ全試験テ通 ジテ最 モ著 シキ阻止作

用 ヲ呈 ス。喰菌現象ハサシテ顯著 ナラザルモ封

照二比 スレバ何 レモ稽R多 キガ如 シ。

第二 節4同 注 射後2週

第二項AET群 、

1週 二於 テ菌檜殖阻止作用顯著 ナリシAETモ

本項二於 テハ再ピ増殖 ノ度 ラ加へ32號 ハ(辮)

ニテ31號 ハ(昔)又33號 ハ(十)度 ナ リ。喰菌現

象 ハ33號 二於 テノ ミ(十)ナ リ。

第29表
1

4同 注 射 後(2週)

群

別

番

號

盟 重 前 慮 置

剃終轟橿 離 scc;PL

A.E。T.

31…
32

璽 し竺9 10 4背一 　 部
⊥ 皮

,,下

骨 一

鍔1
550

-

470

一

⊥
,,

柵 一
一
33 十 十

SJ㌔

34
-

35
-

36

400
}

470

440 10 4 3, 十 輪

520 ⊥ ⊥ ⊥
99

十 十

訓r繭 ,蓼 ,, 十 十

A.C.T.

37
-

38一
39

430一
蜘一
430

470～
500

-

470

10-

⊥
奪9

4-

⊥
雪,

⊥
⊥
9,

什 一

柵 一

柵 十

謝照

40
-

41
-

42

360
-

360
-

360

400
-

460
-

410

一

一

一

一

一

一

柵L
柵 一

十十 十

第二項ACT群

本項二於 テ モ菌 ノ増殖ハ1週 ヨリモ檜加 シ38

號及 ビ39號 ハ(惜〉ニテ37號 ハ(井)テ 示 シ阻止

作用 ノ低下 ラ知ル。喰菌現象モ顯著ナラズシテ

39號 ノミ(十)"ナリ。

第三項ST群

本項ハ前二者 二比 セバ菌檜殖少 ク何 レモ(+)ナ

ルガ1週二比 スレバ阻止作用稽 ㌃低下テ示 ス。喰

菌現象ハ35號 及36號(+〉 ニテ封照 ヨリ多 シ。

第 二節 ノ小括

1週 二於 テ顯著ナル菌増殖阻止作用テ認メタル

モ2週 ニテハ菌 ノ壇殖壇加 シ特二ACT群 二於

テ盛 ニシテAET群 之二亜ギST群 ニハ爾阻止

作用テ認 ム。喰菌現象ハ顯著ナラザルモ封照ヨ

リハ多 キガ如 シ。

第三 節4同 注射後4週

第一項AET群

本項 ノ菌 ノ檜殖状態二見ルニ2週 ニハ稽 蔑壌加

ノ徴 アリシモ4週 二至 リテ再 ピ減少 ノ傾向ア

リ52號 ハ(井)ニ シテ53號 及54號 共 二(十)度 ヲ

呈 シ喰菌現象頓二加バ リ53號 ノ(昔)ト52號 及

54號 ノ(十〉度 ラ見ル。
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第 30 表 第 31 表

4向 注 射 後(4週)

群

別

番

號

盟 重 前 塵 置

始i終(量mg)i劉 穫 3c中L

AE.T。

52一
53

}

54

320
-

310一
320

400i10

鶉1芋

4一

⊥
,夢

背
部
皮
下

什 十

十 什

十 十

S.T。

55
-

56
}

57

300一 300
-

400
-

350

10…

⊥
,夢

4…

⊥
診,

よ
⊥
,警

十 一

350一
300

十 一

粁 一

A.C。T㌦

58
}

300400
}-

310410
--

310350

10-
⊥
,畢

4-

⊥
,,

⊥
⊥
繁妻

十 十

59一 惜 十

60 什 一

野照L隻L
62

320
-

330

400
}

360
一 {撒一 　 }

榊

一

、 十 1
第二項ACT群

2週 二稚ik菌 ノ」曾殖 テ加 ヘ タルACT群 モ1週

二至 リテ再 ビ梢k減 少 ノ傾向 アリ59號 ハ(柵)

ニ シテ58號 及60號 ハ(十)ト(十)ナ リ喰菌現象

モ2頭 二(十)度 テ見 ル。

第三項ST群

本項 ノ菌檜殖歌態 ハ2週 二於 ケル ト大差 ナ ク57

號 二於 テ梢 丸増度 ノ如 シ然 レ ドモ喰菌現象 ハ全

部(一 〉ニ シテ破格 二屡 スルモ ノ ト見 ルベ シ。

第 三 節 ノ小 括

各群共 第2週 二於 テ菌 ノ増殖梢 ≧増度 シタルモ

4週 二於 テハ再 ビ減度 ノ傾向 テ示 シ菌檜殖阻 止

作 用 ノ再現 ヲ窺知 セ シム、喰菌現象ハAET群

二於 テ著明 ナルモ他2群 ハ不整 ナ リ。

第 四節4同 注 射 後6週

第一項AET群

4週 二於 テ菌増殖 阻止作用 ノ再現 テ見 タルAE

T群 モ6週 ニナ リテ 再度菌檜殖檜加 シ73號 ト

75號 二(井)ラ 見74號 ハ(十)ナ リ喰菌 現象 ハ2

例 二(十)ラ 見1例 ハ(一)ナ リ。

第二項ACT群

本 項二於 テモ4週 二比 シ菌 ノ増殖再 ビ檜加 セル

カノ如 ク80號 ノ(帯 〉ト79號 及81號 ノ(朴 〉ラ見

ル。喰菌現象 ハ2例 二於 テ(十)ナ リ。

第三項ST群

4同 注 射 後(6週)

群

別

番

號

盟 重 前 塵 置

始睡 (量mg)畷 謹 scclP臨

A.E.T.

731330『-
74350

{

75320

400
}

470

420

10-

⊥

4-

⊥
費整

背部

皮
下

劉+ 十
,, 十十,

一

S.T。

76

77
-

78

350
-

300

340

480　
420

480

10}4

斗 …

よ
⊥
,,

十十 十十

十十 十十

十 一
圃

A.C。T㌦

79一
80

81

33α
一
310
…-

35α

400

410

45q

10
-

⊥
婁聾

4一 ⊥
⊥ ⊥

什 十

帯 十

,31,, 什 一

封照

82　
83

84

3801450}1

励 一痂 一i…

葡42。 目 「

柵
編

一

柵 十

冊 一

本項二於 テモ亦4週 二於ケルヨリ菌 ノ檜殖梢 篭

檜加 シテ76號 及77號 ニテ(十)テ78號 二(+)度

ラ呈ス喰菌現象ハ2例 二於テ(十〉度ナルコトラ

特記 スベシ。

第 四節 ノ小括

各群共 二第4週 二於 テ菌増殖阻止作用 ノ再現 テ

認 メタルニ第6週 ニハ再度菌 ノ檜殖檜加 シタル

傾向ラ示 シ喰菌現象ハST群 二於テ特二顯著ナ

リ。

第 五節4同 注 射後8週

第一項AET群

第6週 ノ所見 ト大差ナク菌 ノ檜殖後 ハ何 レモ

(升〉ニ シテ喰菌現象ハ2例 二(昔)ト1例 二(十)

ナリ。

第32表
隔

4同 注 射 後(8週)

群

別

番

號

膿 重 前 虜 置

始睡 (量mg)畷薩 sqclPh

AE.T.

94
-

95
-

96

340 470

510　
500

10

⊥

,,

4

⊥
,夢

背部

皮
下

十十i 十
}

410一 什 赫

370 甘 什

S.T.

97
-

98

290
-

310㎝
310
鍵呈
}440,,

4-

⊥
》,

⊥
⊥
短i

什 十

十ヂ 什一
99 什 甘
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A.C.T.

100一
101

-

102

370 500
-

470

10-

⊥
●,

4-

⊥
,,

⊥
⊥
,,

十 甘一
330 赫 十一
310

一
蜘 什 十

封照

103

104

105

350
-

400
-

380

500
{

530
}

520

一

一

一

一

_」

一

冊 一

柵 十

冊 一

第二項ACT群

第6週 ヨ リ菌檜殖稽 支少 キガ如 キモ大差 ナク2

例 ノ(什)ト1例 ノ(+)テ 見 ル 喰菌現 象ハ1例

ノ(升)ト2例 ノ(十)ナ リ。

第三項ST群

3例 共 二菌 ノ檜殖度ノ、(什)ニ シテ6週 ヨリ稽 ≧

檜度 ノ如 シ喰菌現象 ハ2例 二於 テ(十 〉ニ シテ1

例 ハ(十)ナ リ。

第 五 節 ノ小 括

一般 二第6週 ノ所見 ト大差 ナ ク阻止作用 ノ檜滅

容 易 二判 定 シ難 シ。喰菌現象 ハ6週 群 ヨ リモ増

加 ノ如 シ、

第 六 節4同 注 射 後15週

第一項AET群

本 項 ノ菌 檜殖 ハ8週 ト大差 ナ ク2例 二(十 〉ト1

例 二(十)ラ 見 ル喰菌 現象ハ(一)(十 〉(十〉ノ各1

例 宛 ナ リ。

第二項ACT群

薗 ノ檜殖状態第8週 ト全 ク 同一一・aシ テ2例 ノ

第 33 表
贋 需

4同 注 射 後(15週)

群

別

番

號

禮 重 前塵副

始i終 (量mg){劉穫
scc臥

A.E.T㌦

115
-

116
-

117

310
-

290

320

550
}

550
-

670

10-

⊥
,,

4-

⊥
,,

背
部
皮
下

什i=一

+i+

⇔{++

S。T.

118

1正9
{

320
…
310

350

720
-

740
}

700

10-

⊥
参,

4-

⊥
蓼,

⊥
⊥
◎,

朴 十

粁 十

1120 朴 朴

八CT一犠艦

旨23i莇

650
-

600
-

740

104一 一
"⊥

,,サ,

⊥
⊥
,9

什 卦

十 十

朴 替
欄

糊霧階
680皿
690

一 冊 一

柵 十

(聾)ト1例 ノ(+〉 テ示 シ喰菌現象 モ亦同檬ナ

リ。

第三項ST群

本項 ノ菌増殖状態モ亦第8週 ト大差ナク各例共

二(朴)度 ニシテ喰菌現象モ2例 ノ(升)ト1例 ノ

(+)テ 呈ス。

第 六節 ノ小括

各群共一般二第8週 ノ所見 ト大差 ナク封照二比

スレバ菌増殖阻止作用 ノ存在ヲ認ムベキモ殆 ド

庭別 二苦 シムモ ノ多 シ併 シ喰菌現象ハ明カニ封

照二比 シテ高度ナルアリ。

第二章ノ総括

第一章 ノ総括 ニモ述ベタル如 クS.C.C。 法ニヨ

ル菌檜殖駄態 ノ成績ハRoemer反 癒或 ハ凝集

反慮 ノ成績 ノ如 ク確然 ト算籔的二表現 スルコト

困難 ニシテ常二健康海猿血液 ノ封照 ト比較 シテ

菌聚落 ノ大小及其藪二依テ比較的 ノ表現 ヲナス

モノニテ絶封的表現 テナシ難 キ恨ナシトセズ、

然 レドモ常 二可及的客観的二詳細 ナル封比観察

テ行 ヒ可成正確 二近 キ批制 テ下スニツトメタ

リ。抗元AET群 ラ通観 スルニ4同 注射後第1

週 二於 テハ菌 ノ檜殖著 シク阻止セラレ殆 ド菌 ノ

聚落 ヲ認ムルコト能ハザル程度ニテ全試験中尤

モ檜 殖少 キモ ノナ リ、然 ル ニ喰菌現象ハ3例 共

二見 ルコ ト能 ハザ リキ。第2週 二至 リテハ菌 ノ

檜殖梢 丸増加 シ阻 止作用 ノ低下 ラ窺知 ス喰菌現

象 ハ著明 ナ ラズ.第4週 ニハ菌 ノ増殖梢 、少 キ

ノ観 ラ呈 シ阻止作 用 ノ存 在 テ窺知 スルモ著 明ナ

ラズ然 ルニ喰菌現 象ハ著 明 トナ リ(井)記 號 ノ例

ス ラア リ、第6週 ニハ菌 ノ檜殖4週 ト大差 ナキ

モ稽 ≧多 キガ如 シ喰 菌現 象 バ梢 胤低下 ノ観 ア

b、 第8週 ヨリ第15週 二至 リテハ菌 ノ増殖加

バ リ封照 ト差 ナキニ至ル然 ルニ喰菌現象 ハ依然

持績 シテ封照 ヨリ多 キラ見ル。
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第34表4同 注 射 群 ノSlidecellculture菌 増 殖 阻 止 度

1躍 2〃 4〃 γ. 8〃 宏翫 ∠丈〃

彊

AF7中

弱

＼
逗 ノ ー一隔㍉

■

}一 一

}一}{一一

一 一 一他
弓罫

鴻c7中

弱

!

L
{

＼
/ 噂

強

中
、∫τ

弱

＼ 一

o

次 二ACT群 テ綜合 スルニ第1週 二於 ケル菌檜

殖黙態 ハ封照 ヨ リ・・少 キモAET群 及ST群 二

比 シテ高度 ニ シテ喰菌現象 モサ シテ著 明 ナラズ

第2週 二至 リテハ菌 ノ増殖盆 ≧加 リ來 リ喰菌現

象少 シ第4週 ニハ菌 ノ増殖梢 胤少 ク阻 止作用 ノ

片影 ラ窺 フベ ク喰菌 現象 モ梢 丸著 明ナ リ、第6

週 ニハ菌 ノ増殖再 ビ増加 スルモ喰菌現象 ハ依然

タリ、第8週 ヨ リ第15週 二至 リテハ菌檜殖阻

止作用 ノ低下 スルモ ノナルガ如 キモ封照 二比 ス

レバ檜殖少 シ然 ルニ喰菌現象 ハ増加 スルモ ノ ・

如 シ。ST群 ラ見ルニ第1週 二於 テ菌 ノ檜殖殆

ドナク阻止作 用 ノ著 明 ナル テ知 ルベ ク、喰菌現

象 ハ梢 気之 ラ見 ル第2週 ニハ爾檜殖少 ク4週 二

至 リテ梢 ≧檜加 シ6週 ヨリ8週15週 ト顧 ヲ 追

フテ菌檜殖著 明Fナ リ其阻止作用 ハ第1週 二於

テ尤 モ強 ク2週4週 二於 テ省存 スルモ6週 ヨ リ

漸次消退 スルモ ノ ・如 シ喰菌 現象 ハ期 テ経 ルモ

存績 スルハ他 ノ群 トー致 スル所見 ナ リ。以上3

群 ノ トル菌檜殖 ノ経過 テ 曲線 ヲ以 テ表示 セ バ

第34表 ノ如 キ結論 ラ得。

第三編ノ附帯賓験

第 一編及第二編 ノ實験成績 二依 テ結核菌類脂盟

即 チ余 ノAL及EL.ハRoemer反 慮 及 ビ凝集

反慮 ノ抗 元 トシテ償値 ナキ結 論 テ得 タルラ以 テ

第 三編 ノ實験 二當 リテハ是等2抗 元 テ除外 シタ

ルハ既 二記載 セル所 ナルモ或 ハS℃.C.法 二依

テ菌増殖 二及 ボ ス作用 ナ シ ト断 ジ難 ク本實験 テ

追加 セ リ。第35表 ハ其成績 ラ 示 スモノニ シテ
噌鰍

AL.及ELノ 各10mgラ 隔 日4同 背部皮下 二注

射 シテ最終注射後4週 ニ シテ各醐 冥ノ心臓 血 ニ

ツキ前同法 テ以 テS.C.C.法 テ施 セリ其結 果 ハ

何 レモ菌 ノ檜殖度 ハ封照 ト差 異ナ ク菌檜殖 阻止

作 用 ノ存在 テ否定 スル ノ成績 テ得 タ リ。爾喰菌

第 35 表

4同 注 射 後(4週)

群 暗 禮 重 前 盧 置
§

別

'

號{始{終(量mg)i撰i謹 S℃ ℃.Ph.

AJゐ

130

131

132

400…
420

{

400

6001014

580ヒ,講

.÷ 翠{

背i帯 一

柵 十

柵 一

E.L.

127
-

128

129

瑠i瑠
廟繭

10
-

JL

し,

三」⊥1柵 一

⊥
,, ÷

柵 十

惜 一

樹劇124
、i125 lllll器ド

柵
曲　

柵

十

一
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現象モ封照二比 シテ差 ナキラ認 メタリ。此成績 疫元 ノー ツナル菌檜殖阻止作用 ノ鋏除スベク推

ニヨツテAL及ELニ ハ抗元性ラ鋏除 シ液農見 噺 ノ誤 アラザルコトテ謹 シ得 タリ。

皿.本 文 ワ綜 合 的親察 及 考按

本研 究 ノ目的 ハ結核菌成分 ノ各個 ガ動物 二封 シ

テ如何 ナル免疫學的意義 ラ有 スル ヤニ アル テ見

ンガ爲 二第一一二「ツベル クリンア レルギー」ヲ検

セ ン トテRoemer-Josephノ 皮 内反磨 テ行 ヒ第

ニ ニ各試 獣梅猿 ノ血清 二就 キ凝集反慮 テ検 シ第

三 二各海狼 ノ全血液 ノ殺菌作 用 ヲ 検 セン トテ

Wright氏 創 案 ニナルSlideeellculture法 ラ行

ピタ リ。記載 テ便ナ ラシメンガタメ第一編 二於

テハ各抗 元一 同注射群 二於 ケル各列 ニツキ時間

的 二6期 二亙 リRoemer-Reaktion(R.R.)及 ビ

凝 集反慮(A.R.)ノ 成 績 テ記述 シ、第二編 二於 テ

ハ各抗元 ノ4同 注射群 ニ ツ キ 各6期 二亙 リテ

Roemer反 磨 及 ビ凝集反慮 ニ ツキ テ詳述 シ、第

三編 二於 テハ抗元 中二種 ノ類脂龍 二意義 ナ シト

シテ之 テ除外 シ死菌及 ビニ種 ノ腕脂菌 テ抗元 ト

シテ1同 及 ピ4同 ノ冤疫 テ行 ヘル海猿 ノ血液 テ

以 テ6期 二亙 リテ行 ヘルSlidecellculture法

ノ成績 テ述 ベ タ リ。

今弦 二各成績 ノ観察法 テ換 へ各抗元 ノ現 ハセル

三成績 二綜合 スルニ、

第一、結 核菌龍 ヨリ分離 セ ル酒精及 ピ「エー テ

ル」移行 ノ類脂髄 ハ 共 二前虜 置 ノ同撒 及 ビ経過

時期 二關 セズ常 ニドツベル ク リンア レルギー」ハ

第36表AET1同 注射

逡 二之 テ現 ハサズ、凝集反慮 ハ時 二梢 丸微弱二

之 テ認 ムル ト錐 モ封照健康 海猿 ノ反慮 ト大差ナ

キ程 度 ニ シテ共 二凝 集素産 生 二關與 セズ ト言 ヒ

得 ベ シ。

第二、酒精及 ビ「エー テルJラ 以 テ セ ル脱脂菌

(AET>二 於 テハ其 】Omg1同 注 射群 二於 テハ

Roemer反 慮 ハ1週 後及 ビ2週 二於 テハ尚陰性

ナルモ4週 後 二陽性 トナ リ6週 後 二稽 ミ低下 シ

8週 後 二至 リテ再 ビ上昇 シテ顯著 ナル反慮 テ呈

スルモ15週 ニハ清退 シテ全 ク陰性 トナル。凝集

反鷹 ハ1週 後 二弱度 二現 ハ レ2週 後 二稽 ミ張度

トナ リ4週 後 二geth下 降 テ示 シ6週 後 二再 ピ上

昇 シ8週 後 ニハ最強度 トナルモ15週 後 ニハ下降

シテ清退 スル ラ認 ム。血液 殺菌作 用ハ1週 後ニ

ハ認 メザルモ2週 後 二租 胤之 テ認 メ4週 後及 ビ

6週 後 ニハ殆 ド之 ヲ認 メザル モ8週 後 ニハ稽 ㌃

作用 アルカ ノ如 ク15週 後 ニハ全 ク作 用 ヲ失 フ。、

以上三反慮 テ通覧 スルニ必 ズ シモ相併行 ノ型 ヲ

トラザ ルモ第2週 二於 ケル凝集反慮 ト殺菌作用

ハ併行 シ第8週 二於 ケルRoemer反 慮 卜凝集

反磨 ノ併行 シ テ上昇 セルハ注意 スベ ク第15逓

二至 リテ三者共 二其影 テ失 フモ亦興味 アル事實

ナ リ。(第36表 参 照〉

Roemer反 慮(R)一 …一 一一 一 凝 集 反 磨(A)一 一一

S.C.C.菌 培 殖 阻 止 作 用(S)

■
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酒 精 及 ビ「エー テル」ニ ヨル脱脂菌 ノ4同 注射群

二就 テ観 ル ニRoemer反 慮 ハ1週 後 二陰性 ナ

ルモ2週 後 二陽性 トナ リ4週 後=顯 著 トナ リ6

週 後8週 後 二更 二顯著 トナ リ15週 後 二於 テ モ

爾 陽性 ラ飴 ス。凝集反慮 ハ1週 後 二匿 二強度 二

現 ハ レ最 高位 ヲ占 メ2週 後 ヨ リ4週 後 二梢 ≧下

降 シ6週 後 二再 ピ 上昇 シ8週 後 二下降 シ15週

後 ニハ弱度 トナル。殺菌作用 ハ凝集反慮 ト同 ジ

ク1週 後 二尤 モ 強 ク2週 後 ヨリ15週 後 二漸次

錫 キモ1同 注射群 二比 セバ梢 賜蚤シ。

以上三者 ノ曲線 ハ併行 セザル ノ観 アルモ第1週

二於 ケル凝集反癒 ト殺 菌作用 ハ併行 シ第4週 二

於 テハ凝集反癒 ハ梢 く弱 キモ第6週 二再 ビ上昇

シ第15週 二消退 スルハ1同 注 射 群 ト相 一 致

第37表AET4同 注射

シ、Roemer反 慮 ハ15週 後 二至 ル モ 存績 スル

ハ注意 スベキナ リ。(第37表 参 照)

第 三二「アルカ リ」及 ビ 「クロ ・フ。ルム」脱脂菌

A.C.T.10mg1同 注 射群 二於 ケルRoemer反

慮 ハ1週 後 ニハ陰性 ナルモ2週 後 二中等度 ノ陽

性 トナ リ4週 後 二再 ピ下降 シテ6週 後 ニ モ低 ク

8週 後 二至 リテ再t"上 昇 シ來 ルモ15週 後 ニハ

消失 ス。凝集反慮 ハ1週 後 二既 二中等度 ラ示 シ

2週 後 二更 二上昇 シ4週 後 ヨリ6週 後 ニハ漸次

下降 シ8週 後 二再 ビ 上昇 シ15週 後 二下降 ラ示

ス.殺 菌作用 ハ1週 後 ニハ之 ラ認 メザ ルモ2週 後

二梢 ㍉顯著 ニ シテ4週 後 ヨ リ漸次作用 テ現 ハ

サ ・"ルモ ノ・如 シ。第38表 ノ示 ス如 ク三曲線

第2週 ニー致 シ第4週 及 ピ第6週 二低下 セル

Roemer反 磨(R)一 一 一一 一 凝 集 反 旛(A)一 …-

S.CC.菌 増殖 阻 止 作 用(S)
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第38表 ACT1同 注 射Roemer反 慮(R)t… 一 …一 一 凝 集 反 庶(A)

SC℃.菌 壌 殖 阻 止 作 用(S)
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第39表 ACT4同 注 射Roemer反 磨(R)一 一 ・…一・・一一一 凝 集 反慮(A)

S.C.C.菌 墳 殖 阻 止 作 用(S)

第40表ST1同 注射 Roemer反 磨(R)一 一 一 一 一 凝 集 反 慮(A)

S.C.C.菌 増 殖 阻 止 作 用(S)

第41表ST4同 注射 Roemer反 慮(R)一 ・・一一一一一 一凝 集 反 磨(A)一 一一 一

S.cC.菌 壌殖 阻 止 作用(S)

墾



第9號 】 坂村コ結核菌{邉成分ノ免疫學的研究 767

Roemer反 慮 及 ピ凝集反癒 ガ第8週 二再度上昇

セルハ酒精 、 「エー一テルJ脱 脂群 ト相一致 セル成

績 ニ シテ第15週 二相 倶 二下降 スル モ興 味 ア ル

成績 ナ リ。

4伺 注射群 ニテハ第39表 ノ示 ス如 クRoemer

反慮 ハ1週 後 二蟹 二中等度 ノ陽性 ヲ示 シ2週 後

二稽 ≧下 リテ 壬週後 二再 ビ上昇 シ6週 後 二著 シ

ク下降 シ8週 後 二再 ビ上昇 シ15週 後 ニハ下降 シ

テ潰失 ス。凝集反慮 ハ1週 後 二尤 モ強 ク2週 、

4週 、6週 後 ト漸次 下降 シ8週 後 二再 ビ上昇 シ

15週 後 ニハ清失 ス。殺薗作用 ハ不定 ニ シテ1週

後 ニハ中等度 二之 テ認 メ2週 後 ニハ之 ヲ失 ヒ4

週 後 二梢 丸存在 セル モ6週 後 ヨ リ漸次潰失 ス。

以 上三曲線 テ見 ルニRoemer反 磨 及 ピ凝集 反

癒 ハ第1週 二於 テ互 二高 ク第6週 二互 二下降 セ

ルモ第8週 二再 ビ上昇 テ示 シ第15週 二共 二消

失 スルハ1同 注射群 卜 一致 セル曲線 ナ リ。

第四、加熱死結核菌ST.

1同 注 射群 二於 ケルRoemer反 慮 ハ1週 後 ニ

ハ陰性 ナルモ2週 後 ニハ中等度 ノ陽性 テ示 シ4

週 後 ニハ梢壇度 シ6週 、8週 、15週 後 ト漸次強

度 トナル(第40表)。 凝集 反慮 ハ1週 後 二弱度 ニ

シテ2週 後 二梢 ≧檜度 二4週 、6週 ト稽 ≧低下

シ8週 後 二再 ビ上昇 シテ最高位 テ 示 シ15週 後

二消失 ス
。殺菌作 用ハ1週 後 ニハ認 メザルモ2

週 後 二i梢㍉顯著 トナ リ4週 、6週 後 二梢 気下 リ

8週 後 二再t'著 明 トナ リ15週 後 ニハ消失 ス。

以上三曲線 ハ第2週 二於 テ相併行 シテ強度 テ示

シ4週 ・6週 二比較 的低位 ナ!ルモ第8週 二至 リ

テ共 二上昇 シ15週 後 ニハRoemer反 鷹 ノミ高

度 ナルモ凝集 反鷹及 ビ殺菌作 用ハ共 二清失 ス。

4同 注射群 二就 テ 観 ル ニ 第41表 ノ示 ス如 ク

Roemer反 鷹 ハ1週 後 二中等度,二陽性 トナ リ2

週 後 二梢 賜星ク4週 後 二更 二高度 テ示 シ6週 後

二稽 気低 下 シ8週 後 ヨ リ15週 二至 リ漸次強度

トナル。凝 集反慮 ハ1週 後 二既 二=最高位 テ示 シ

2週 後 二稽 丸低 ク4週 後 二更 二下 リ6週 後 二再

ビ上昇 シテ8週 後 ヨ リ15週 後 二潰失 ス。殺菌作

用 ハ1週 後 二顯著 ニ シテ爾後漸次滅少 シテ作用

ノ清失 ヲ見 ル。

以上三曲線 ハ第1週 、第4週 、第6週 二於 テ併

行 セル成績 テ示 スモ第8週 ヨリ第15週 二及 ン

デ其併行 ノ破 ル ・ヲ見 ル。

由來 細菌姓凝集反磨拉 二過敏現象 テ以 テ眞 ノ免

疫現 象 ト認 ムベキ ヤ否 ヤハ議論 ナ シ トセズ.殊

二「ッベル クリンア レルギー 二至 リテハ從 來免

疫 ト随件 スル特殊 ノUmstimmungナ リ トノ見

解 ノモ トニ免疫 アル所 必 ズ過敏 反鷹 アリテ過敏

反磨 ナキ所免疫 ナ シト観 ルモ ノアリ、叉感染 二

随件 シ所謂Erginノ 登 現 テ推定 スル學者 ア リ、

然 レドモ亦結核過敏症 ハ必 ズ シモ特殊 冤疫 ト不

可分 ノモ ノニ アラズ シテ過敏 症 ナク トモ見疫 ア

リト主張 スル者 ア リト難 モ之 テ以 テ免疫登 生 ノ

ー標示 トナスモ亦敢 テ不 可 ナカ ラム
。Slidecell

culture法 ニ ヨル菌増 殖阻止作 用 二至 リテハ顯

微鏡的所見 テ以 テス レバ喰菌作 用 二加 フルニ溶

菌作用 ヲ兼 ネタルモ ノ ト見倣 スベ キ如 シ。此現

象 コソバ明 カニ眞f固 ノ免疫 二重 要ナル關聯 アル

モ ノ ト言 フベ ク余 ハ重 キラ此現 象 二置 ク
。

IV.結 論

1・ 結 核菌禮 ノ分離成分 タル酒精及 「エーテル」

移行 ノ純櫛 ナル類脂禮 ハ 海狼 二「ツペ ルク リン

アレルギー」牲 ラ與 ヘズ、」又結核菌 凝集 素 ラ登生

セズ、又全血液 ノ菌増殖阻止作用 ラ起 サズ
。

2・ 酒精及 ビfエ ー テル」ラ以 テ脱脂 セル結核菌

禮 ハ海猿 二fツ ベ ル クリンア レル ギー」性 ラ賦 與

ス。10mg1同 注 射後4週 ニ シテRoemer反 鷹

陽性 トナ リ、8週 後 二最強度 テ示 シ15週 後 ニハ

浩失 ス。4同 注 射 セバ2週 後 二陽性 トナ リ漸次

其度 テ加 へ15週 後 ニモ爾強度 ノ陽 性ラ持績 ス。

3.強 「アル カ リJ及 ビ 「クロ ・フxル ム」ヲ以 テ

腕脂 セル結核菌禮 モ 亦海猿 二「ツベル ク リンア

レルギー」性 テ賦與 スルモ其度 ハ極 メテ弱 シ。10

mgラ1同 注射 セバ2週 後 二Roemer反 癒 陽
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性 ラ呈 シ4週 、6週 後 ハ極 メテ弱 キモ8週 後 二

稽 賜星度 トナ リ15週 後 二至 リテ清失 ス。4回 注

射 セバ1週 後 二陽性 ラ呈 シ爾後 各週 強弱 ノ動揺

アル モ15週 後 ニハ消失 ス。

4・ 加熱 死結核菌 ハ海猿 二最 モ強 ク 「ッベ ル ク

リンア レルギー」性 ヲ賦與 ス。10mg1同 注射 ニ

ヨツテハ2i週 後 二Roemer反 磨i陽性 トナ リ1斬

次 強度 トナ リ15週 後 二於 テモ爾強度 二存綾 ス。

4回 注射 ニ ヨッテハ1週 後 ヨ リ租 賜量度 ノ陽性

ヲ呈 シ、4週 後 二最強度 二達 シ15週 後 二至 リテ

モ爾 強度 ノ陽牲 テ持績 ス。

5・ 酒精及 ビ「エー テルJニ ヨル腕脂結核菌及 ビ

強 「アルカ リJ「 クロ ・フォル ム」ニ ヨル脱脂結核

菌蚊 二加熱死結核菌 ハ共 二海瞑 二封 シ結核菌凝

集素 ノ産成 ノ抗元盟 タ リ得。而 シテ各抗 元 ノ10

mg1同 注 射 二於 テハ2週 後 二凝集 反癒高度 ト

ナ リ4週 、6週 後 ニハ凝集力低下 シ8週 後=再

ビ上昇 シテ最高度 トナ リ15週 後 二下降 消退 ス。

4同 注射 二於 テハ三者共 二1週 後 二最高位 テ示

シ2週 、4週 後 ト順次低下 シ6週 後或 ハ8週 後

二再度上昇 シ15週 後 二至 リ下降清退 ノ曲線 テ

示 ス。此経過 バー般菌禮発疫 二見 ルJ6rgensen

及Madsen氏 ノ曲線 ニー致 セザ ル特異 ナル現

象 ナ リ。

6.k記 二種 ノ腕脂結核菌及 ビ加熱死結核 菌 ラ

以 テ前鬼置発疫 テ行 ヘ ル海狼 ノ全血液 ノSlide

cellculture法 培 養 二依 テ該 血液 二結核菌 ノ増

殖 テ阻止 スル作用 ノ存 スル コ トラ認 メタ リ。各

抗 元 ノ1同 注射 テ行ヘ ル海猿 ノ血液 ニテハ何 レ

モ2週 後及 ビ8週 後 二於 テ菌 ノ増殖阻 止作 用顯

著 ナ リ。4同 注射 ノ海猿 二於 テハ何 レモ免疫虜

置完 了後1週 ニ シテ菌檜殖阻止作用顯著 ナ リ。

7.Slidecellculture法 ニ ヨ リ嚢育 セル結核

菌 ノ聚落 ハ2週 間培養 ニテハ肉眼的 二之 テ親ル

コ ト能 ハズ、是 レ從來褒表 セラ レタル諸氏 ノ報

告 トー致 セザル所 見 ナ リ。 而 シテ之 ラ精査 スル

ニ登育 セル結 核菌 ハ非常 二大 キク多 クハ原菌 ノ

10撒 倍 ノ大 サニ達 シ分 岐歌態 明 カニ シテ穎粒 ノ

現出殊 二著 シク其集 團ハ 硬 コバ クテ リア」ノ特

徴 ラ遺憾 ナク登揮 セ リ。(附 圖爲眞滲 照)

8・Slidecellculture法 ニ ヨル菌 檜殖阻止作

用 ト喰菌現 象度 トハny般 二相併行 ス。

9。Roemer氏 反慮、凝 集反慮及 ビSlidecell

culture法 ニ ヨル菌檜殖阻 止作用 ノ各曲線 ハ時

ニー致 テ鋏 クコ トア リ ト錐 モ其動揺周期 ハ殆 ド

併行 シb1同 注射 ニテハ2週 後 ト3週 後 二於 テ

高 ク、4同 注射 二於 テハ2週 後 ト6週 後或ハ8

週 後 二於 テ高 シ。

10.結 核 菌罷成分 テ其蛋 白艦、酒精 移行性類脂

匿及 ビ「エー テル」移行性成分 ノ三者 トスル トキ

屡 胤類脂瞬 モ亦或程 度 アデ免疫 成立 二關與 ス ト

論 ゼ ラ レタルモ ノハ其各成分 ノ純度疑 ハ シク、

其純梓 ナルモ ノ予在 テハ類 脂膣 ハ結核発疫 二關

與 セズ、而 シテ其 眞正発疫 二關與 スルモノハ唯

菌蛋 白髄 成分 アル ノミ。

稿 テ了ルニ莚 ミ有馬所長 ノ援助 ト、東京帝國大

學 教授 田宮猛雄氏 ノ指導 ト校閲 ノ拶 二封 シ謹デ

謝意 テ表 シ、研究所各員特 二楠節子君 ノ助力テ

謝 ス。
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附圖寓眞読明

1結 核 菌 浮 游原 液 塗抹 標 本

Slidecellculture二 用 フ ベ キ菌液 ハ 特 二李 等 ナ ル

浮 游 液 タ ル ヲ要 ス ル ヲ以 テ 毎 同 使用 菌 液 ニ ハ 特 二

注意 ヲ搾 ヒタ リ、著 者 ノ方 法 二 欝 リ製 セ ル使 用 液 ノ

1例 ヲ示 ス。

皿Slidecellcultureニ ヨル培 殖 結 核 菌

塘殖 菌 ハ 肉 眼 的聚 落 ヲ形 成 ヌ ル 事 ナ クー 般 二本 圖

二見 ル如 キ 小 聚 落 二留 ルモ ノナ リ、 而 モ培 殖 菌 ハ

原浮 游液 二比 シ其形 態 及 ビ 排 列 二 著 シ キ差 ヲ認 メ

シ ム、 特 二増 た、 頴 粒 ノ形 成、 分岐 等 著 ン.

皿Slidecellculture培 殖 菌 ノ喰 菌現 象

喰菌 セ ラ レタ ル菌 二於 テ モ形 態 ハ 原 浮 游液 ト著 ン

ク其 趣 ヲ 異 ニス 個 々菌 膿 ノ綜 状 攣 形 、 顧 粒 造 構 著

明 ナ リ.

以 上各 標 本 共 染 色 ハ チ ー ル、 ネ ルセ ソ氏 法

概 大 、 封 物 「ッ ァ ィス、 ア ポ 〃 ロマ ーb」90(1.,30)

劉眼 「ツ ア4ヌ 、 ホ マー アレ」IV




